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部
立
に
よ
る
琉
歌
集
に
は
、
明
治
二
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
小
那
覇
朝
親
の
『
古
今
琉
歌
集
』
が
あ
る
。
『
古
今
琉
歌
集
』
は
春
之
部
、

夏
之
部
，
秋
之
部
、
冬
之
部
、
恋
之
部
、
仲
風
、
雑
之
部
の
七
つ
の
部
立
か
ら
な
る
。
各
部
立
内
部
は
前
半
に
古
い
時
代
の
歌
、
後
半

に
編
纂
時
に
近
い
歌
人
の
歌
が
並
べ
ら
れ
、
「
古
今
」
と
い
う
時
代
推
移
を
意
識
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
伊
波
普
猷
文
庫
蔵
『
琉

歌
集
春
の
部
自
や
『
天
理
別
本
琉
歌
集
５
』
は
各
部
立
内
部
の
歌
の
配
列
が
『
古
今
琉
歌
集
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
同
系
統
の
歌

集
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
に
、
部
立
に
よ
る
琉
歌
集
に
は
伊
波
普
猷
文
庫
蔵
『
南
苑
八
景
６
』
が
あ
る
。
『
南
苑
八
景
』
は
南
苑
八
景
、

春
、
夏
、
秋
、
冬
、
雅
頌
、
規
戒
、
悔
悟
、
哀
傷
、
懐
古
、
古
跡
、
遁
遥
、
謝
、
別
離
、
騒
旅
、
感
慨
、
書
懐
、
応
題
、
分
句
、
冠
首
、

痘
瘡
歌
、
旅
歌
の
二
一
一
の
部
立
で
、
七
二
五
首
の
琉
歌
を
収
録
し
て
い
る
。
部
立
の
構
成
か
ら
小
橋
川
朝
昇
の
『
琉
球
大
歌
集
』
と
関

係
の
あ
る
歌
集
だ
と
思
わ
れ
る
。
琉
歌
を
細
か
く
分
類
し
て
い
る
点
、
歌
の
内
容
や
使
用
さ
れ
た
歌
語
に
配
慮
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る

点
な
ど
、
文
芸
意
識
の
高
い
琉
歌
集
で
あ
る
と
言
え
る
。

琉
歌
集
は
そ
の
編
纂
方
法
に
よ
っ
て
、
節
名
（
曲
名
）
ご
と
に
琉
歌
を
配
列
し
た
節
組
琉
歌
集
、
四
季
、
恋
、
雑
な
ど
の
部
立
に
よ

る
琉
歌
集
、
そ
の
他
の
歌
集
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

琉
歌
集
の
中
で
最
も
多
い
の
は
節
組
琉
歌
集
で
あ
り
、
『
歌
道
要
法
琉
歌
集
〕
、
『
沖
縄
声
曲
集
２
』
、
『
琉
球
俗
謡
集
３
』
な
ど
が
あ
る
。

多
く
は
「
か
ぎ
や
で
風
」
か
ら
始
ま
り
、
「
恩
納
節
」
「
長
伊
平
屋
節
」
「
中
城
は
ん
た
前
節
」
な
ど
の
節
名
ご
と
に
琉
歌
が
配
さ
れ
て

い
る
。 琉
球
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
琉
歌
輯
』
ｌ
翻
刻
と
解
説
Ｉ

前
城
淳
子
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そ
の
他
、
節
組
と
部
立
を
組
み
合
わ
せ
た
歌
集
（
小
橋
川
朝
昇
編
『
琉
球
大
歌
集
』
、
島
袋
盛
敏
・
翁
長
俊
郎
箸
『
琉
歌
全
集
』
）
、

作
者
別
に
琉
歌
を
編
纂
し
た
作
者
別
琉
歌
集
（
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
伊
波
普
猷
文
庫
蔵
『
作
者
別
琉
歌
集
７
』
）
、
琉
歌
を
五
十
音

順
や
い
ろ
は
順
に
並
べ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。

今
回
翻
刻
し
た
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
琉
歌
輯
』
は
節
組
琉
歌
集
や
部
立
に
よ
る
琉
歌
集
で
は
な
く
、
そ
の
他
に
分
類
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
配
列
基
準
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
五
番
歌
（
十
九
丁
表
）
か
ら
四
九
八
番
歌
（
四
七
丁
裏
七
行
目
）
ま
で
は
大
凡
い

ろ
は
順
に
歌
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
作
者
名
の
記
載
が
あ
る
こ
と
、
節
名
が
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
詠
み
歌
の
琉
歌

を
集
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
八
・
八
・
八
・
六
音
の
四
句
か
ら
な
る
琉
歌
を
五
七
六
首
、
仲
風
を
一
首
収
録
し
て
い
る
。
う
ち
八

首
は
重
複
し
て
お
り
、
実
数
は
五
六
九
首
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
『
南
島
歌
謡
大
成
Ⅱ
沖
縄
篇
下
望
に
収
録
さ
れ
て
い
る
歌
集
、

『
南
苑
八
景
』
、
清
水
彰
編
『
琉
歌
大
成
』
に
な
い
琉
歌
が
二
三
一
首
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
一
一
四
首
の
琉
歌
に
作

者
名
が
記
さ
れ
、
七
五
名
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
以
下
そ
の
名
前
と
歌
番
号
を
示
す
。

浦
添
王
子

北
谷
王
子

豊
見
城
王
子

今
帰
仁
王
子

義
村
王
子

読
谷
山
王
子

2２７４３９５３７２４５５３４３３０

4７４５７４３８８ 470

喜
屋
武
按
司

護
得
久
按
司

宜
野
湾
按
司

2２６４０４３３２２１０３４０２１１

4０８３５３２７４３７８２５１

4３３３８５２８８４３５２８２

4４５３８７３３１４８１３１５
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大
田
親
雲
上

我
謝
親
雲
上

馬
氏
内
間
親
雲
上

毛
氏
江
田
親
雲
上

赤
嶺
親
雲
上

石
川
親
雲
上

辺
土
名
親
方

与
那
原
親
方

喜
屋
武
親
方

古
波
蔵
親
方

佐
渡
山
親
方

保
栄
茂
親
方

大
宜
見
親
方

本
部
按
司

豊
見
城
按
司

古
謝
按
司

玉
川
按
司

３９０９１３４１４６１３７１２７５４０７９５２２２５０６３３５４３６２４３３８４７８３５５２３５４３８

４７７５５９３５７

３８１

４２８

新
崎
筑
登
之
親
雲
上

真
謝
里
之
子
親
雲
上

南野玉高翁伊池安平登豊渡尚
風村城宮長舎城良敷川見嘉氏
平里里城里堂里城屋親城敷津
里之之里之里之里親雲親親嘉
之子子之子之子之雲上雲雲山
子親親子親子親子上上上親
親雲雲親雲親雲親雲
雲上上雲上雲上雲上
上上上上

３３９５３９３４６３４９５２２４７２３１９３９６３２７２６１２２５２９２１

５２６３７７４０５４３２５３０

５２７５３１

５２８

小
橋
川
筑
登
之
親
雲
上

仲
尾
次
筑
登
之
親
雲
上

与
那
覇
里
之
子
親
雲
上

１８７２４６１７６３３３５６８

４５８
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真
喜
屋
筑
登
之
親
雲
上
狐

東
氏
安
仁
屋
政
情

赤
嶺

本
部
間
切
下
知
役

御
客
屋
下
代

赤
田
村
真
栄
城
し

真
玉
橋
里
之
子

与
那
原
里
之
子

玻
名
城
里
之
子

高
原
里
之
子

桃
原
里
之
子

大
田
里
之
子

安
仁
屋
里
之
子
政
章

安
仁
屋
里
之
子

真
謝
筑
登
之
親
雲
上

山
口
筑
登
之
親
雲
上

佐
渡
山
里
之
子

小
橋
川
里
之
子
朝
詳

３６３２６５５６７５７２４３０５２５５１９５０８５１７４２０５３５３３６５３６４７１４５２１７９５２４

5２０５６４

戸前
戸

翁
氏
［

尚
□
様

美
童

山
舛
木
の
あ
ん
ま

吉
屋

前
田

よ
し
や

し
は
あ
あ
ん
ま

小
橋
川

｡■

､■

Ｈｂ
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了
清
水
彰
編
『
琉
歌
大
成
』
（
’
九
九
三
年
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）
に
「
作
者
別
本
『
琉
歌
集
』
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

８
外
間
守
善
・
比
嘉
実
・
仲
程
昌
徳
編
『
南
島
歌
謡
大
成
Ⅱ
沖
縄
篇
下
』
二
九
八
○
年
角
川
書
店
）
。

５
末
次
智
「
天
理
別
本
『
琉
一

研
究
会
会
誌
第
七
号
参
照
。

６
池
宮
正
治
弓
琉
球
大
歌
撞

号
二
九
九
八
年
）
参
照
。

γ
清
水
彰
編
『
琉
歌
大
成
』
一

２
池
宮
正
治
「
沖
縄
声
曲
集
そ
の
解
説
と
翻
刻
」
『
琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要
国
文
学
論
集
』
第
三
十
二
号
参
照
。

３
嘉
手
苅
千
鶴
子
「
琉
球
俗
謡
集
ｌ
本
文
と
解
説
」
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
十
九
巻
二
号
参
照
。

↓
清
水
彰
編
『
琉
歌
大
成
』
（
一
九
九
三
年
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）
に
「
部
立
本
琉
歌
集
甲
本
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
春

の
部
、
夏
の
部
、
秋
の
部
、
冬
の
部
、
恋
の
部
、
雑
の
部
に
分
け
ら
れ
、
一
○
八
○
首
の
琉
歌
を
収
録
し
て
い
る
。

５
末
次
智
「
天
理
別
本
『
琉
歌
集
』
ｌ
天
理
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
琉
歌
集
』
解
説
と
翻
刻
ｌ
」
『
歌
謡
－
研
究
と
資
料
Ｉ
』
歌
謡

Ｉ
池
宮
正
治
「
歌
道
要
法
ｌ
解
説
と
本
文
」
『
安
富
祖
流
絃
声
会
六
十
年
記
念
誌
琉
球
古
典
音
楽
当
流
の
研
究
』
（
一
九
九
三
年
）

歌
の
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

王
子
や
按
司
な
ど
身
分
の
商
い
者
か
ら
御
客
屋
下
代
や
山
舛
木
の
あ
ん
ま
な
ど
身
分
の
低
い
者
の
作
品
ま
で
広
く
採
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
作
者
名
だ
け
で
な
く
、
狐
番
歌
に
は
「
し
は
あ
あ
ん
ま
よ
り
仲
田
親
方
へ
」
と
贈
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
す
情
報
が
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
珊
番
歌
の
玻
名
城
里
之
子
の
歌
に
は
「
遊
女
浮
舟
」
と
歌
題
が
記
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
本
歌
集
は
近
世
期
の
詠
み

参
照
。

弓
琉
球
大
歌
集
』
と
『
南
苑
八
景
』
Ｉ
補
完
と
全
貌
ｌ
」
『
琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要
日
本
東
洋
文
化
論
集
』
第
四
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琉
球
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
『
琉
歌
輯
』
を
翻
字
し
て
紹
介
し
た
。
本
琉
歌
集
は
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
が
二
○
○
三
年
度
に
購

入
し
た
も
の
で
あ
る
。
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
冊
。
縦
八
×
横
一
三
ｍ
、
四
目
仮
綴
じ
。
墨
付
五
五
丁
、
一
面
一
○
～
一
一
行
書
き
。
表
紙
に
「
光
緒
元
年
／
琉
歌
輯
／
朝
公
」
、

裏
表
紙
に
「
喜
納
誌
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
一
行
目
に
「
琉
歌
輯
」
と
あ
り
、
琉
歌
は
二
行
目
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
。
書
写
年
は

不
明
で
あ
る
が
、
表
紙
に
記
さ
れ
た
光
緒
元
年
二
八
七
五
年
、
明
治
八
年
）
よ
り
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
筆
写
者
喜
納
が
『
琉
球
歌

物
語
』
の
著
者
喜
納
緑
村
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
昭
和
一
○
年
以
前
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
方
針
で
行
っ
た
。

｜
琉
歌
に
新
た
に
連
続
歌
番
号
を
付
し
た
。

｜
本
文
は
カ
タ
カ
ナ
漢
字
交
じ
り
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ひ
ら
が
な
漢
字
交
じ
り
で
翻
字
し
た
。

一
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
、
異
体
字
や
俗
字
は
本
字
に
改
め
た
。

一
本
文
に
付
さ
れ
た
濁
点
は
原
典
の
ま
ま
と
し
た
。

一
琉
歌
は
上
句
と
下
句
を
分
け
た
二
行
書
に
な
っ
て
い
る
が
、
上
下
句
の
間
に
空
白
を
入
れ
た
一
行
書
き
に
改
め
た
。

｜
琉
歌
の
右
肩
に
作
者
名
が
朱
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
歌
の
冒
頭
に
示
し
た
。

｜
琉
歌
の
頭
に
朱
で
「
○
」
な
ど
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
翻
刻
に
は
反
映
し
な
か
っ
た
。

一
汚
れ
や
虫
食
い
等
で
判
別
で
き
な
い
文
字
は
□
で
、
文
字
数
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
［

］
で
示
し
た
。
文
字
の
一
部
が
残
っ

て
い
て
文
字
が
想
定
で
き
る
場
合
は
［
］
に
入
れ
て
示
し
た
。

一
琉
歌
の
異
伝
を
二
行
書
き
に
し
て
あ
る
場
合
は
そ
の
通
り
に
示
し
た
。
朱
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
異
伝
は
相
当
す
る
語
や
句
の
右
側

『
琉
歌
輯
』
の
書
鯰
及
び
凡
例
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作
者
名
で
、
位
階
を
示
す
親
雲
上
、
里
之
子
、
筑
登
之
が
略
字
で
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
略
字
は
用
い
ず
に
「
親
雲
上
」

「
里
之
子
」
「
筑
登
之
」
と
示
し
た
。

下
段
に
重
複
す
る
他
の
琉
歌
集
（
『
南
島
歌
謡
大
成
Ⅱ
沖
縄
篇
下
』
所
収
琉
歌
集
、
『
南
苑
八
景
』
、
『
琉
歌
大
成
ど
の
歌
番
号

を
示
し
た
。
そ
の
際
歌
集
名
を
以
下
の
よ
う
に
略
し
て
示
し
た
。

『
屋
嘉
比
朝
寄
工
工
四
』
↓
屋
、
『
琉
歌
百
控
』
↓
百
、
『
天
理
本
琉
歌
集
』
↓
天
、
『
琉
球
大
歌
集
』
↓
大
歌
、
『
古
今
琉
歌

集
』
↓
古
、
『
琉
球
戯
曲
集
』
↓
戯
、
『
琉
歌
全
集
』
↓
全
、
『
南
苑
八
景
』
↓
南
、
『
琉
歌
大
成
』
↓
大
成

重
複
す
る
琉
歌
の
う
ち
、
歌
詞
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
も
の
は
歌
番
号
の
前
に
「
＊
」
を
付
し
た
。
た
だ
し
、
歌
意
に
関
わ
ら
な

い
表
記
上
の
相
違
は
異
同
と
み
な
さ
な
い
。

に
小
文
字
で
示
し
た
。

思
切
ゆ
め
童
ぴ
ほ
や
わ
き
や
る
昔
し
浮
世
立
と
恥
ん
思
な
し
ち
ゃ
て

花
の
身
ゆ
や
て
ん
情
け
無
ん
う
き
ゆ
み
思
へ
身
に
あ
ま
て
忍
ふ
我
身
に

情
け
在
て
花
の
吉
し
悪
の
匂
や
便
り
押
風
に
送
て
呉
ら
な

の
坐
ゆ
し
の
あ
と
て
鳴
が
ち
り
ノ
ー
す
哀
り
夜
々
こ
と
の
露
に
の
り
て

琉
歌
輯

－３５－



1３ 1２ 1011 ９ ８ ７ ６ ５

我
身
ふ
り
捨
て
恩
た
す
が
科
ゆ
頼
て
た
の
ま
ら
ん
あ
り
が
肝
や

別
り
路
の
露
に
の
り
る
身
か
袖
や
た
が
し
ふ
て
ほ
し
ゆ
が
日
や
て
出
ん

見
る
花
に
袖
や
引
ゆ
留
ら
り
て
月
の
ぬ
き
や
が
て
ど
戻
て
行
る

鳥
う
た
て
た
い
ん
す
か
に
く
り
し
や
あ
る
へ
亦
ん
開
門
鐘
の
な
ら
は
き
や

す
が

忘
り
て
や
り
し
ち
ん
忘
ら
り
み
あ
り
と
な
り
し
悌
や
朝
ん
夕
さ
ん

月
見
り
ぱ
情
け
花
見
ば
姿
だ
忘
る
間
や
な
い
さ
み
朝
ん
夕
ん

も
て
な
し
や
い
咲
す
仕
情
や
忘
て
誰
に
匂
移
ち
散
て
飛
が

別
り
て
ん
無
蔵
が
情
け
有
秋
の
月
に
悌
の
照
ゆ
ま
さ
て

一
期
自
由
な
ら
ん
御
身
や
て
か
ら
や
身
染
ら
ん
内
に
の
か
ん
た
る
へ

大
成
Ⅶ

大大
成歌
４１８９４１

古
1404

全
１１１

＊百
大３０５
成、
4793＊

百
６０５

＊

全
５９８

＊天
大８９１
成、
4796＊

古
１１５７

､

＊

全
２２２２

、

＊＊

大全
成６９６
３０４１，

＊

南
５２４

＊
天
郷

3６



マ
マ

皿
豊
見
城
親
雲
上

波
あ
り
て
さ
ら
み
恋
し
舟
橋
ん
か
け
て
渡
ら
出
ん
緑
の
つ
ら
さ

忍
ふ

Ⅲ
向
氏
津
嘉
山
親
雲
上
情
け
あ
り
童
花
む
へ
と
さ
か
り
切
て
跡
か
ま
い
る
人
や
を
ら
ん

2０ 1９ 1７ 1６ 1５ 1４

枯
木
な
て
を
て
ん
本
木
あ
る
間
や
節
の
翠
葉
や
咲
ど
し
ゆ
ふ
る

宵
ん
暁
ん
恩
出
し
ど
か
じ
り
枕
ら
う
ち
舟
に
な
し
ゆ
が
心
気

語
ら
て
ん
語
れ
語
れ
［
尽
］
さ
ら
ん
語
る
数
こ
と
に
謂
れ
残
ち

我
身
や
た
る
列
て
月
や
詠
ゆ
が
浮
世
名
に
立
る
今
宵
や
す
が

渡
て
名
付
た
る
人
や
た
が
や
ゆ
ら
尋
や
い
見
ほ
し
や
恋
の
小
橋

い
き
や
る
い
か
た
ら
い
が
花
と
あ
や
蝶
る
う
き
も
ど
り
ノ
ー
匂
立
て

か
な
や
く
え
別
ち
か
す
か
け
て
あ
す
が
つ
な
じ
織
留
る
人
や
を
ら
ん

＊古
大４９９
成、
4615＊

百
３０７

，

＊

全
１４５

、

大
歌
噸
全
螂

大＊＊＊
成古大天
＊４２１成269

3278,3169ポ
＊

古
全

３４１
２０７１、

、

＊

大
成
噸

全
噸
、

－３７－



3１ 3０ 2９ 2８ 2７ 2６ 2５ 2４ 2３

与
所
目
ま
ど
計
て
忍
ふ
夜
や
あ
わ
ん
な
つ
か
し
や
袖
に
露
と
う
き
ゆ
る

移
て
替
り
す
や
知
り
な
け
な
わ
身
の
迷
て
語
ら
た
す
夢
が
や
ゆ
ら

浮
世
恥
し
ち
ど
思
ん
ほ
り
し
き
ゆ
る
忘
ら
り
み
恋
路
と
し
や
ゆ
て
ん

頼
も
月
影
の
山
の
葉
に
い
ら
ば
い
き
や
し
思
暮
ち
鳥
声
待
が

元
の
身
と
や
す
が
共
に
詠
み
た
る
月
も
う
の
比
の
月
や
あ
ら
ん

マ
マ

中
絶
て
を
」
」
て
又
拝
も
御
緑
互
に
仕
情
の
あ
か
ん
故
ど

徒
に
野
山
尋
や
い
も
き
や
さ
庭
に
咲
く
梅
の
匂
や
し
ら
も

詠
り
ぱ
詰
て
思
へ
あ
り
秋
の
月
に
照
り
増
る
無
蔵
が
姿
た

い
つ
し
打
わ
ら
て
ゆ
ら
て
詠
み
ゆ
が
春
の
花
秋
の
月
の
影
ん

大
成
繩

大
成
町

大
成
刑
、
＊
古
醜
、
＊
全
螂

古
如
全
卿
大
成
”

大古
成３８７
３１１３，

全
２８３

南
３９８

、

3８



4０ 3９

詔
大
宜
見
親
方

3７ 3６ 3５ 3４ 3３ 3２

梅
た
ん
す
雪
に
詰
ら
り
て
後
や
花
も
色
増
る
浮
世
た
い
も
の

浮
世
自
由
な
ら
ん
忘
ら
た
い
す
り
ぱ
詰
て
思
み
増
る
恋
の
つ
ら
さ

借
も
夜
や
ほ
け
て
明
雲
や
立
い
に
や
又
ゆ
し
ま
ら
ん
別
る
さ
ら
み

浮
世
の
が
と
も
て
自
由
す
ら
な
す
り
ぱ
う
ら
み
し
や
く
た
ん
義
理
の
し
め
縄

便
り
あ
る
も
の
ど
文
や
ち
ゆ
ん
持
す
う
ら
み
し
や
恋
路
自
由
な
ら
ん

マ
マ

う
つ
く
し
や
姿
さ
み
だ
り
の
ま
山
に
見
だ
り
そ
み
な
き
ゆ
る
緑
の
つ
ら
さ

思
へ
尽
ら
ん
月
影
に
も
か
て
詰
て
待
ち
兼
る
鳥
の
初
声

及
は
ら
ん
と
み
ば
恩
へ
ま
す
か
蟹
み
影
や
ち
ゆ
ん
う
つ
き
拝
み
ふ
し
や
の

互
に
思
忘
て
夢
に
な
る
昔
し
思
ひ
出
さ
今
宵
月
に
向
て

古
畑
、
全
池
、
大
成
職

重百＊＊＊古
複２７４大古大1077
326、成１０２７成、

全861,,J2471＊
１２３２南

全
３６６

１１８２、
大、
成＊＊
２６１３南全

、

２５８２７１
、

百
卯
、
全
剛
大
成
蝿

＊＊

大古
成286

760照
古
５３５

，

＊

全
２５０

＊＊

大古
成４３８
７７８，

＊

全
２５１５

3９



4９ 4８ 4７ 4６ 4５ 4４ 4３ 4２ 4１

花
の
し
が
ら
み
に
心
と
み
ら
り
て
人
な
み
に
我
身
や
帰
り
ご
り
し
や

紅
ち
葉
に
な
て
ん
朝
夕
近
ち
ゆ
し
梯
や
な
ま
に
残
て
を
ゆ
ら

朝
夕
匂
ひ
す
だ
る
花
の
梯
や
立
増
り
ノ
ー
名
残
り
立
ら

宵
ん
焼
ん
梯
の
た
ち
ゆ
ら
朝
夕
匂
ひ
す
だ
る
花
の
名
残
り

宵
の
間
や
互
に
袖
ゆ
く
な
ひ
て
も
別
る
暁
の
つ
ら
さ
思
ぱ

マ
マ

□
岩
た
、
二
く
波
の
く
だ
け
ゆ
る
》
」
と
に
も
の
ゆ
思
わ
し
ゆ
る
緑
の
つ
ら
さ

便
り
押
風
の
も
の
ゆ
言
ん
や
ら
ぱ
日
々
の
い
と
な
み
ん
聞
な
や
す
が

い
つ
ん
も
聞
く
も
の
と
人
や
思
な
し
ゆ
ら
合
ん
夜
の
空
の
松
の
あ
ら
し

月
見
り
ば
さ
や
か
秋
風
や
立
へ
思
事
や
真
砂
尽
し
兼
て

＊天
大２４９
成、
586＊

古
３１２

，

＊

全
１８３９

天
郷
全
翅
大
成
繩

＊
大
成
躯

百
郷
、
全
帥
、
大
成
獅

＊＊＊＊

大古南百
成３７８５８０２７３

１６mボポ筈
蒜溌雌
、２６１５＊

全
1233

、

4０



5８ 5７ 5６ 5５ 5４ 5３ 5２ 5１ 5０

与
所
の
い
き
や
言
ん
巷
る
な
よ
互
に
与
所
や
花
散
す
嵐
し
た
い
も
の

嬉
し
こ
と
菊
の
花
に
宿
か
ゆ
る
露
の
玉
み
が
く
月
の
美
さ

か
な
ノ
ー
と
く
や
の
染
な
さ
ん
故
ど
も
し
や
り
別
さ
ら
ん
つ
く
て
鳴
る

思
て
た
い
里
と
列
て
い
が
り
ゆ
め
梯
の
え
ん
と
列
て
い
ま
う
り

花
の
上
の
虫
の
蝶
る
な
て
飛
ひ
ば
い
き
や
し
尋
や
い
行
ゑ
知
ゆ
が

仕
情
や
つ
み
て
ま
Ｌ
な
ら
ん
わ
身
の
朝
夕
義
理
の
上
に
袖
ゆ
の
ら
ち

白
雲
か
花
か
ま
こ
と
花
や
ら
は
匂
ひ
ほ
き
送
り
風
の
情
け

色
に
あ
ら
わ
り
て
う
て
ら
に
は
の
ゆ
て
与
所
の
と
が
み
ゆ
る
袖
の
な
み
だ

巣
無
し
鳥
ご
く
る
宿
る
木
ん
無
ん
の
り
［
て
］
嶋
ち
明
す
夜
々
の
露
に

古
翅
、
＊
全
Ⅷ
、
＊
大
成
帥

古
町
全
繩
、
大
成
繩

大古
成１８１
９００，

全
１５２３

南
１３９

全
2914

、

大
成
3582

重
複
Ⅳ

百
側
全
叫
大
成
卿

＊＊

大古
成３８９
７３３，

＊

全
２２６９

4１



6１ 6０6７ 6６ 6５ 6４ 6３ 6２ 5９

兼
て
別
り
路
の
夢
程
ん
知
ぱ
残
る
言
葉
ん
あ
た
ら
や
す
が

夢
や
又
あ
ら
に
誠
ど
ん
や
ら
ぱ
な
り
し
此
の
間
の
ゆ
し
ゆ
間
す

花
に
山
ま
嵐
し
月
の
夜
に
か
す
み
か
上
る
つ
り
な
さ
ん
浮
世
さ
ら
み

年
の
［
よ
］
ら
り
て
ん
［
恩
ひ
］
出
ん
さ
り
ら
昔
し
語
［
ら
］
た
る
人
の
情
け

苔
て
を
る
花
の
露
う
け
て
咲
は
匂
や
た
が
袖
に
う
つ
上
呉
が

月
や
し
り
み
し
や
ら
語
て
た
へ
み
し
や
り
友
に
詠
た
る
鐇
礪
が
行
へ

う
し
渡
て
見
ふ
し
や
昔
し
業
平
の
思
へ
語
ら
た
る
恋
の
み
さ
き

で
か
や
う
押
列
て
花
見
し
き
遊
て
暮
て
行
く
年
の
名
残
わ
す
ら

［
情
］
け
あ
り
互
に
与
所
知
ら
ん
ぐ
と
に
黒
髪
に
雪
の
つ
も
る
ま
て
ん

＊＊重＊
大古複古
成966316514

3570＊、頭
全全
1128６６５

，

＊大
南成
６２１７０１

、

古
蠅
全
螂
大
成
卿

＊
大
成
”

4２



6８7０ 6９7２ 7１7４ 7３7６ 7５

踏
迷
て
さ
ら
み
深
山
底
う
り
て
無
蔵
と
ま
い
る
道
の
先
や
知
ん

思
へ
焦
り
と
［
て
］
に
ふ
る
夜
の
夢
や
覚
［
て
］
面
影
や
忘
り
こ
り
し
や

鳥
ん
鳴
す
み
て
立
わ
か
る
袖
や
名
残
有
秋
の
月
に
の
く
ち

袖
し
ふ
る
な
み
だ
色
付
の
あ
り
ぱ
露
に
の
り
た
ん
て
与
所
に
言
す
が

恩
へ
［
い
］
た
つ
ら
に
□
は
な
す
此
の
身
焦
り
は
て
死
ん
ま
坐
ど
や
ゆ
る

た
と
へ
与
所
し
り
て
憂
名
た
つ
波
ん
か
よ
ら
わ
ん
ま
出
ゆ
恋
の
小
舟

は
て
の
あ
ん
と
も
て
か
に
て
と
ん
知
ら
ば
恋
の
山
路
や
い
ら
ん
た
す
が

い
言
［
葉
］
の
花
や
誠
と
た
ら
と
も
て
迷
へ
身
が
肝
ど
に
や
恨
み
ゆ
る

［
与
］
所
し
り
て
う
ち
な
立
波
の
し
り
て
か
堅
□
わ
ん
ま
出
ゆ
恋
の
小
舟

大
成
脚

全
釧
、
大
成
郷

＊＊

大古
成３４３
４５６２，

＊

全
７１１

＊
天
町
＊
大
成
繩

4３



8５ 8４ 8３ 8２ 8１ 8０ 7９ 7８ 7７

義
理
［
頬
］
て
［
浮
世
］
渡
る
身
と
や
す
が
互
に
思
み
［
増
］
る
恋
の
習
や

ち
り
て
を
る
花
に
匂
の
あ
み
や
す
が
思
出
□
や
昔
し
春
に
な
り
ぱ

と
も
に
詠
た
る
夜
半
の
梯
や
い
つ
ん
あ
り
秋
の
月
に
残
て

に
や
又
い
つ
拝
て
語
る
夜
や
し
ら
ん
う
ら
み
し
や
い
そ
ご
鳥
の
初
声

忍
ふ
夜
の
［
月
や
］
心
る
あ
て
賜
り
与
□
知
て
う
き
な
立
ん
こ
と
に

忍
ふ
み
き
照
す
月
の
う
ら
み
し
や
我
身
の
跡
と
か
く
す
か
ぎ
無
ら
ん

と
も
に
語
ら
ゆ
る
人
の
居
て
か
ら
や
の
ゆ
で
照
る
月
に
向
て
な
き
ゆ
か

の
が
ゆ
う
あ
や
蝶
る
紅
ち
葉
に
宿
る
頬
も
花
の
上
や
嵐
し
や
た
み

［
嵐
］
し
［
立
］
波
の
静
な
て
く
り
ぱ
く
ぢ
渡
る
船
ん
自
由
に
な
ゆ
ら

南天
３６２８６２
、、

大古
成366
3024、

全
重２０５５
複、
231

大
成
剛

古
３４２

，

全
1112

、

大
成
2123

＊＊

大古
成２８９
２１２７，

＊

全
１１１３

、

＊＊

大古
成571
3023、

＊

全
３６８

℃

＊
全
郷
＊
大
成
Ⅷ

4４



9４ 9３ 9２

皿
我
謝
親
雲
上

9０

的
返
し

8８ 8７ 8６

さ
ら
ば
立
別
ら
与
所
目
無
ん
内
に
や
が
て
暁
の
鳥
ん
鳴
ら

と
て
ん
思
切
ぱ
ま
ふ
な
ゆ
め
二
人
一
期
義
理
の
上
に
居
す
故
か

命
ゆ
り
勝
て
う
し
さ
あ
る
者
や
見
は
て
ら
ん
夢
の
覚
て
行
さ

ゆ
し
ま
り
ん
と
［
も
て
］
袖
取
へ
鳴
ん
［
］
し
ゆ
が
ま
上
な
ら
ん
浮
世
や

り
ば

言
期
］
此
［
の
］
如
へ
夜
々
の
夜
々
こ
と
に
き
く
し
う
け
な
我
身
や
露
に
の

ら
き

里
前
待
兼
る
に
ふ
る
目
ど
や
た
る
誰
か
て
や
言
す
う
び
す
や
た
さ

恋
の
糸
筋
に
つ
な
が
り
て
小
舟
浮
世
渡
へ
路
の
し
ゆ
時
忘
て

や
く
そ
こ
の
あ
て
ど
に
や
の
戸
わ
た
ふ
く
誰
が
て
や
い
一
言
す
や
二
人
侍
み

語
て
呉
り
向
て
な
き
ゅ
う
ら
み
ら
に
花
切
ら
す
風
の
宿
の
嵐
す

大古
成601
2051、

全
６６６

南
５１８

古
却
＊
全
獅
＊
大
成
繩

古
緬
、
全
、
、
大
成
釦

＊＊＊＊

大古大百
成ｌＯ６３成５３６

４５５５，６４４＊、
＊

古
全

１５１０
７１０、

、

＊

全
１４００

、

＊＊＊＊

大古大古
成２９８成４１４
４４３４，１８８１、
＊＊

全全
７０９１９４４

4５



103 102 9６101 100 9９ 9８ 9７

妬
与
那
原
親
方

合
ん
世
の
［
つ
ら
さ
］
与
所
に
恩
な
き
ゆ
て
［
］
［
み
］
て
ん
忍
ふ
恋
の
習

や 染
ゆ
ら
ぱ
と
て
ん
黒
烏
の
こ
と
に
浅
地
ど
ん
や
ら
ば
免
ち
賜
り

マ
マ

昔
し
緑
ん
染
る
深
山
鷲
の
匂
へ
忘
た
み
花
の
あ
る
”
し

た
る
や
て
ん
人
の
肝
や
知
ら
糸
の
染
み
成
ば
色
の
替
る
浮
世

死
る
身
ど
あ
わ
り
残
る
思
里
や
詠
み
ら
な
う
き
ゆ
み
月
ん
花
ん

き
や
な
ら
わ
ん
と
も
て
恋
の
み
や
ま
じ
に
踏
み
迷
て
行
る
は
て
や
知
ん

［
］
［
と
］
く
［
か
に
や
］
る
我
身
の
し
ゆ
る
こ
と
や
思
み
尽
□
［
こ
と
］
の

は
て
ん
に
や
ら
ん

か
な
し

う
ち
、
ソ
火
に
居
て
焼
く
ゆ
へ
ん
勝
て
哀
［
り
ほ
］
や
か
り
る
百
の
く
り
し
や

［
］
身
ヲ
］
て
ロ
き
ど
与
所
の
上
や
知
る
無
理
す
る
な
浮
世
情
け
尽
す

全
螂
大
成
岬
＊
古
畑

古
郷
全
繩
、
大
成
脚

古
脚
全
剛
、
大
成
Ⅷ

大古＊＊＊＊
成４１３大古大古
1559,成５３６成３８４

古３４７２，９６７，
４８１＊＊

全全
全２０９１６７９
６８５

＊＊＊＊

大古全天
成８８９８７８４

１i術米潔筈
衾枩,,！
＊２９７＊

南戯
２４３２８

、

4６
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藩
て
ふ
い
な
み
だ
与
所
に
顕
し
ゆ
み
袖
の
す
が
波
の
こ
た
ん
限
り

無
蔵
や
ゆ
か
て
さ
み
深
山
底
う
り
て
鳥
へ
鐘
ん
間
ん
浮
世
忘
て

与
所
や
波
立
ん
浮
世
な
だ
や
す
ぐ
渡
て
楽
の
る
恋
路
や
す
が

無
蔵
や
入
相
の
鐘
と
諾
共
に
知
ん
山
寺
に
鴫
ら
と
み
ば

我
か
呼
へ
嶋
ち
ん
い
れ
ん
又
す
ら
ん
松
に
夜
嵐
の
音
声
ば
か
り

し
ば
し
片
時
ん
忘
る
間
や
に
や
さ
み
加
那
し
面
影
と
一
期
つ
り
て

白
ち
く
へ
舟
に
二
人
の
ら
り
上
ぱ
の
ゆ
で
生
残
て
屈
さ
Ｌ
ひ
が

マ
マ

に
ざ
み
驚
一
つ
に
互
袖
ゆ
と
み
ば
庭
に
□
く
梅
の
し
ゆ
ら
し
匂
へ

戸

］
蔵
う
側
並
た
る
枕
ら
ほ
き
ゅ
う
［
］
な
恋
の
う
ふ
に

古
畑
全
卿
大
成
繩

大
成
4784

2678＊＊＊＊＊

、大大古大古
＊歌成１８成３６９
大３７３３４２９．２１３３、

成瀬３６４＊
全681古 ＊３５１

重301全
複＊２８６
３０３全

＊
天
加

＊＊

大古
成４９８
１０１３，

＊

全
２２７９
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［
］

深
山
底
く
も
ゆ
る
月
の
影
知
ら
ん
与
所
目
無
ん
と
も
て
し
き
や
ら
や
す
が

あ
ま
か
く
ま
と
も
て
鳴
ら
さ
み
と
み
ば
離
と
る
我
身
や
ゆ
く
の
屈
さ

蟇
る
日
ん
知
ら
ん
明
る
夜
ん
忘
て
浮
世
与
所
な
し
ゆ
る
花
の
小
影

に
て
ん
面
影
の
忘
ら
ん
故
ど
夢
に
声
立
て
浮
名
立
る

い
つ
の
夜
が
や
た
ら
恋
し
あ
か
つ
ら
の
ひ
し
［
た
］
坐
く
波
の
音
声
つ
き
や

し う
く
ち
呉
て
か
ほ
し
与
所
知
ら
ち
呉
な
見
る
人
や
う
ん
身
一
人
た
や
も
の

□
し
ゆ
□
ば
と
て
ん
一
刀
な
に
殺
す
・
生
て
生
殺
す
罪
や
あ
ら
に

と
て
ん
う
き
［
殺
］
□
借
も
身
や
あ
ら
ん
ロ
ロ
［
義
理
］
ロ
ロ
に
居
す
故
か

戸

罠
与
所
］
知
ち
呉
な
一
人
く
ぢ
□
る
恋
路
た
や
も
の

大百
成207

4170台
９０９

、

全
１３５５

南
２３９

、

古
池
全
剛
、
大
成
繩

＊＊＊大＊＊
南大大歌大古
392歌成４３５成ｌＯ５３
、３１２９７６，１６８１，
＊、古＊
大＊７５２全
成全６８９
５７７２３８１＊

全
２７３１

＊＊

大古
成２９３
３３４，

＊

全
６６９
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130 129 128 127 126 125 124 123 122

夢
と
み
ば
の
ゆ
て
い
な
に
党
ゆ
た
が
見
は
て
ら
ん
内
に
思
へ
残
ち

恋
路
忘
り
ゆ
る
年
や
あ
ら
な
し
ゆ
て
う
ら
□
し
や
義
理
に
別
る
と
み
ば

昔
し
ご
と
や
す
が
肝
に
な
ま
上
て
ん
忘
り
難
さ
や
あ
り
が
情
け

語
ら
た
る
昔
し
の
ゆ
て
忘
や
ひ
が
た
と
へ
面
影
や
ま
り
に
あ
て
ん

面
影
と
名
残
列
る
あ
わ
り
さ
ん
包
み
隠
さ
ら
ん
袖
ゆ
の
ら
き

ほ
り
す
て
上
ロ
ロ
は
く
ふ
が
す
の
糸
に
［

旨
鳴
］
な
う
き
ゆ
み

□
□
ら
り
る
［
我
］
身
に
の
ゆ
て
面
影
ゆ
立
増
ノ
ー
袖
に
す
か
る

思
ん
故
か
ら
ど
恩
出
す
ん
し
ゆ
よ
る
我
身
や
一
寸
の
間
ん
忘
ご
り
し
や

［
］
［
夜
の
月
の
］
影
の
如
や
き
う
ん
を
が
ま
［
り
］
□
賜
り
里
前
姿
た

大
成
蝿

＊南
大３７５
歌、
５１＊

、古
＊１４２７

大、
成＊
4229全

４８２

＊＊

大百
成５２９
１０５８，

＊

全
１３５０

＊＊＊＊＊＊＊＊

大古大古大古大古
成３７６成１２２１成３７７成３７５
３８７５，３８７６，１０７２，１１０８，
＊＊＊＊

全全全全
２１２８７０６２２８２１８７２

， ， 、
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返
し

捨
て
い
か
り
ら
ん
か
な
し
さ
や
あ
り
が
立
別
る
袖
に
す
が
て
な
け
ば

花
ざ
か
り
［
童
］
□
た
る
と
め
や
て
嶋
が
［

］
夜
の
月
の
あ
が
る
迄
ん

焦
り
身
は
や
し
て
あ
さ
が
を
の
命
ち
夢
程
も
無
蔵
よ
知
ん
あ
た
み

哀
り
里
ゆ
し
も
言
の
葉
も
絶
て
か
ち
く
も
て
雨
の
ふ
ら
な
や
す
が

夢
路
か
ゆ
わ
ち
や
か
渡
地
の
浦
に
情
け
積
み
渡
す
和
舟
っ
な
か

通
る
が
な
通
て
あ
だ
な
よ
る
報
へ
当
て
思
知
い
や
花
の
童
び

照
り
清
さ
あ
て
ん
咲
清
あ
て
ん
た
る
と
詠
よ
が
月
も
花
ん

思
へ
た
る
故
か
露
に
袖
の
ら
ち
や
上
に
道
す
が
ら
啼
よ
あ
か
ち

［
恩
へ
忘
］
り
よ
□
間
の
あ
て
か
ら
や
の
よ
で
あ
り
た
の
で
浮
世
立
が

大古大古
成１２２９成５８８
２２７７，２８９５、
全全
１９９０３６３

， 、

南南
５７５３２４

、

古
叩
全
叫
大
成
狐

5０



148 143 142 141 140147 146 145 144

暫
し
ま
ど
る
間
の
別
れ
路
ど
や
す
が
き
や
が
な
さ
や
落
る
袖
の
涙
た

な
き
よ
恨
み
て
ん
笑
て
と
が
み
て
ん
あ
の
や
う
児
の
し
よ
み
や
す
が

涙
よ
り
外
に
い
言
や
ね
や
さ
み
つ
み
て
別
路
の
近
く
な
り
ぱ

思
へ
身
に
ロ
ロ
□
こ
と
の
よ
し
凶
し
も
［
］
焦
り
ょ
な
闇
の
ほ
た
る

よ
る
び
ね
や
ん
も
の
や
海
の
捨
舟
か
つ
く
方
ど
た
の
も
っ
な
じ
賜
り

不
思
故
か
ら
ど
義
理
に
こ
と
よ
す
る
忍
ふ
細
道
の
あ
ら
な
置
み

ロ
［
墨
］
□
涙
玉
散
て
入
は
書
な
が
す
文
も
ち
り
て
み
ら
ん

そ
ら
に
吹
過
る
風
た
い
す
庭
の
松
に
音
信
の
あ
よ
ら
や
す
が

戸

］
の
ひ
ま
ノ
ー
や
思
出
［
］
呉
み
花
の
童
び

＊＊＊天

緬iiiWl
3140、＊大
＊南歌

全５０９４？
１１２１＊＊
、大古

成１０７４
３２９５、

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

大古大南大百大百大古
成４３４成３１９成４２６成２７５成555

1109,2313讃1189承2427ポ４６７０，
＊＊
古古古
全全

１５９７７３２３６０
２５８、、１１３８
＊＊＊、

､

全全全
２３０５５８３２７０

， 、

－５１－
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白
雲
か
花
□
誠
と
花
や
ら
ば
［
］
吹
送
り
風
の
情
け

枕
ら
並
た
る
一
夜
の
情
け
き
や
が
な
思
影
の
忘
ご
り
し
や

暫
し
手
枕
に
鳥
ん
啼
す
み
て
か
な
し
さ
や
あ
り
に
思
へ
残
ち

ど
く
そ
す
う
に
す
る
な
此
の
哀
し
み
て
又
と
見
だ
り
ら
ん
浮
世
や
す
が

節
よ
待
ち
召
り
露
や
降
る
さ
ら
み
苔
て
を
る
花
の
咲
な
う
き
よ
み

拝
ま
に
わ
の
よ
で
此
の
哀
り
し
や
び
が
引
合
る
縁
と
ね
や
恨
み
よ
る

思
み
切
み
里
前
音
信
ん
な
い
ら
ん
忍
ふ
細
道
の
草
ば
あ
ら
ち

い
き
や
し
忘
よ
が
住
馴
し
う
側
［
朝
夕
］
思
影
や
袖
に
す
が
て

［
］
留
て
［
暫
］
し
て
や
い
あ
り
が
言
る
い
言
［
］
忘
り
ご
り
し
や

重
複
皿

大古
成1230
2136,

全
１９７０

、

古
1301

,

全
321

、

大
成
2354

古
釧
、
全
川
、

南百
３９９３２７
、､

大古
成1080
2402,

全
２１３

、

古
廻
全
蝿
大
成
柵

＊＊

大古
成447
1132、

＊

全
１８７６南

511
、

大
成
繩

－５２－
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鴬
の
外
に
知
る
人
や
な
い
さ
み
奥
山
に
咲
る
梅
の
色
香

暫
し
啼
鳥
ん
心
あ
て
呉
な
三
年
別
路
の
今
宵
だ
い
も
の

嘉
例
吉
の
つ
と
や
白
地
か
ら
呉
は
紺
地
色
染
り
花
の
童
び

今
日
迄
や
う
側
明
日
か
ら
の
先
や
誰
に
あ
す
け
や
い
捨
て
い
め
や
が

な
び
く
青
柳
や
ぶ
ち
と
て
や
い
と
も
て
は
し
て
い
く
馬
の
あ
と
に
ん
か
て

□
た
り
□
散
□
の
も
間
の
浮
世
さ
み
て
欲
悪
の
つ
か
わ
ち
や
し
よ
が

の
が
す
あ
や
は
び
る
音
信
ん
な
い
ら
ん
色
香
あ
る
間
の
縁
ど
や
た
み

戸

［
烈
］
て
い
か
り
よ
る
道
や
り
ぱ
の
よ
で
打
［
向
］
る
方
□
と
り
て
立
が

］
思
故
か
御
縁
□
□
内
に
捨
て
賜
り

大
成
畑

古
蛤
、
全
山
、
南
例
、

大古
成９３５
４５８０，

全
２６８７

南
６５１

、

＊＊

大古
成1070

2138鍜
全
１９７１

，

＊

南
５００

、

－５３－



175 174 173 172 171 170 169 168 167

方
く
み
あ
る
金
の
ざ
ら
み
か
そ
音
に
笑
て
打
ま
に
く
尾
り
の
慣
や

遊
び
染
な
り
て
い
き
や
し
別
り
よ
が
哀
り
此
の
宿
に
恩
へ
残
ち

花
の
身
や
哀
り
頼
も
し
や
居
ら
ん
夜
々
こ
と
に
藩
る
露
ど
た
の
も

侭
な
ら
ん
世
界
に
梯
や
残
ち
行
衛
［
無
］
ん
人
ど
百
の
恨

伽
な
よ
ら
と
も
て
詠
り
ば
月
も
物
と
恩
わ
し
よ
る
旅
の
空
や

旅
の
空
［
や
］
□
ん
月
や
隔
み
ら
ん
［

］
音
信
の
い
や
へ
頬
ま

馴
し
梯
や
旅
ま
で
ん
つ
り
て
夜
々
に
手
枕
の
縁
の
つ
ら
さ

か
に
ん
つ
り
ロ
さ
み
旅
の
上
の
空
や
詠
み
よ
る
月
ん
伽
や
な
ら
ん

［
］
［
世
］
界
に
あ
と
先
の
あ
る
へ
花
に
吹
［

］
時
や
知
ん

大古＊＊
成９１５大天
1396,成２６３

全2579斗！
２４７１

全、

２４８１
南、
５８６＊

南
５９１

＊
大
歌
畑
＊
全
猟

＊＊

大古
成1237

208讃
全
１２１４

，

＊

南
５０７

、

＊
全
蜘
＊
大
成
繩

＊＊＊＊

大古大古
成３５２成395

4031ポ3325鰕
全全
６６０１３８

，

＊＊

南南
３２６６０６

＊
南
釧
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山
口
筑
登
之
親
雲
上
見
し
よ
ら
し
や
今
宵
初
花
と
や
す
が
一
期
か
わ
ら
で
の
顔
よ
み
し
て

前
［

］
［
］
夜
□
遊
［
び
若
］
か
花
之
上
に
く
も
る
月
影
の
あ
ら
わ
き
や
し
よ
が

新
崎
筑
登
之
親
雲
上
袖
別
て
居
て
ん
志
情
や
互
に
通
わ
す
様
夜
々
の
夢
路
便
で

梢
は
て
鼻
後
に
尋
来
て
里
が
物
思
ほ
り
ト
ー
と
な
じ
く
と
み
ば

な
つ
か
し
や
浮
世
夢
》
つ
つ
坐
ご
く
る
見
は
て
ら
ん
行
さ
花
ん
月
ん

あ
わ
ん
難
面
や
薬
師
堂
の
浦
に
鳥
□
諸
共
に
啼
よ
あ
か
ち

あ
た
ら
梅
や
す
か
奥
山
に
さ
か
ち
鴬
や
つ
か
ん
が
ら
す
計
り

馴
も
旅
や
ど
□
□
ま
ん
暮
の
空
に
［

］
重
に
た
る
雨
の
音
声

［
］
詠
よ
ら
秋
の
夜
の
最
中
見
り
は
□
の
立
よ
ま
さ
て

大
歌
、
、

＊＊

大南
成342

1477鰕
古
１３Ｎ

＊

全
３１８

＊
南
姻
、
＊
大
成
繩

古
卿
大
成
狐

－５５－
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仲
尾
次
筑
登
之
親
雲
上
焦
り
は
て
死
□
［
此
］
の
世
渡
地
の
［
］
路
の
草
ば
あ
ら
そ
と
み
ば

思
へ
尽
ら
ん
哀
夜
々
ご
と
に
啼
明
す
心
あ
り
か
知
な

義
理
頬
て
渡
る
浮
世
し
れ
な
け
な
恨
ゆ
さ
互
に
恋
の
慣
や

マ
マ

花
に
宿
か
よ
る
露
の
身
は
待
へ
義
□
守
□
１
）
ｉ
し
よ
が
か
れ
の
浮
世

義
理
ど
恨
ゆ
る
惰
忘
り
よ
み
縁
や
通
ち
ゆ
て
節
ど
待
る

ロ
理
□
□
て
□
前
節
よ
待
召
り
結
で
あ
る
縁
の
あ
た
に
な
ゆ
み

う
ら
み
し
や
此
世
く
り
ま
で
の
別
り
死
出
が
山
路
に
御
待
し
や
び
ら

泪
だ
袖
の
ら
ち
暮
さ
ら
ん
暮
し
ま
て
し
ば
し
死
出
に
我
身
ん
共
に

［
］
果
る
ロ
に
な
て
を
す
が
な
ら
ん
□
□
□
前
拝
こ
と
や

古
蠅
全
細
、
大
成
、

古
蠅
、
全
糾
、
大
成
脚

古
翅
全
岬
大
成
繩

全
測
大
成
”

＊
天
加

5６



202 201 200 199 198 197 196 195 194

尚
□
様

花
の
［
移
］
香
に
引
か
さ
り
て
入
る
恋
［

］
□
□
し
と
も
て

花
に
柵
立
て
匂
へ
増
ら
す
は
禁
止
な
ら
ん
蝶
忍
ひ
た
が
て

花
と
知
な
け
な
心
尽
し
よ
す
ん
時
の
間
の
縁
の
情
さ
あ
て
ど

花
よ
へ
も
月
の
梯
や
増
て
一
人
に
枕
ら
の
夢
の
難
面

花
の
吉
悪
や
咲
侭
の
姿
た

色
の
よ
し
あ
し
や
咲
ま
生
ど
や
よ
る
誠
た
の
も
し
や
匂
へ
さ
ら
め

思
尽
ら
ん
一
人
焦
り
ょ
す
玉
金
あ
り
が
し
よ
み
や
か

い
き
□
し
忘
り
よ
が
朝
夕
身
に
そ
め
る
な
り
［
し
］
手
枕
の
袖
の
匂
へ

い
き
や
し
か
な
あ
り
に
縁
の
橋
か
け
て
な
さ
け
［

］
恋
の
わ
た
り

い
つ
ま
て
ん
互
に
御
縁
て
や
り
と
ま
ぱ
与
所
知
て
愛
名
立
ん
こ
と
に

古
１６

全
2103

古
班
、
全
Ⅷ
、
大
成
蝿

大
成
剛

＊＊

大天
成861

3579鰕
全
２１０６

，

＊

南
３０５

、

＊＊

大古
成４４４
３５６１，

＊

全
２１０２

、

＊
大
成
、

大
成
繩

－５７－



211 210 209 208 207 206 205 204 203

宜
野
湾
按
司

喜
屋
武
按
司

し
は
あ
あ
ん
ま
よ
り
庭
に
咲
［
］
［
も
］
し
か
匂
も
り
て
あ
ロ
ロ
鴬
の
す
は
Ｌ
き
や
し
よ
か

仲
田
親
方
へ

に
や
ひ
ん
音
立
て
吹
詰
り
に
め
し
ま
り
に
振
合
し
よ
る
語
れ
代
も
の

庭
の
青
柳
の
糸
に
白
露
の
玉
の
貫
き
烈
て
み
よ
る
清
さ

匂
染
だ
る
昔
忘
ら
ふ
に
蝶
る
花
や
散
落
て
紅
葉
な
て
も

花
の
奥
山
や
い
つ
も
春
と
も
て
な
が
め
つ
み
な
け
な
遊
ひ
す
き
て

初
逢
の
御
側
拝
も
手
枕
に
恨
み
し
や
つ
め
る
四
方
の
鳥
声

花
と
蝶
身
の
中
に
く
ぼ
が
す
の
つ
な
が
り
る
故
と
じ
よ
ん
な
ら
ん

花
も
世
の
［
］
自
由
な
ら
ん
よ
へ
ど
玉
金
里
が
御
肝
つ
ま
そ

［
濁
り
川
］
し
ら
ん
惰
る
水
と
も
て
あ
た
ら
身
か
影
や
移
ち
見
き
や
さ

南
125

古
螂
全
岬
大
成
繩

＊＊

大古
成３５０
３４０６，

＊

全
２０８４

、

＊
天
、
、
＊
大
成
“

＊
大
成
繩

5８



220 219 218 217 216 215 214 213 212

振
別
て
独
り
苦
し
や
て
よ
思
は
よ
し
も
言
の
葉
も
あ
た
ら
や
す
が

降
る
雨
に
［
便
］
□
笠
に
顔
か
く
ち
忍
ロ
行
心
与
所
や
し
ら
ん

踏
迷
て
さ
ら
み
深
山
底
う
り
て
里
か
ま
る
路
の
程
も
見
ら
ん

深
さ
あ
る
故
と
波
風
も
た
ち
よ
る
あ
さ
く
漕
渡
り
恋
の
小
舟

□
別
□
独
り
忘
る
ま
や
な
い
ら
も
無
蔵
や
与
所
語
れ
く
ら
ち
を
よ
ら

深
染
成
る
仕
情
の
袖
に
し
じ
く
露
ほ
ら
ち
浅
地
な
し
よ
み

匂
や
ち
う
も
残
す
又
春
の
間
や
あ
か
□
詠
み
た
る
花
の
情
け

二
人
ま
ふ
な
ら
ん
世
界
に
居
て
の
し
よ
か
て
か
様
楽
々
と
花
の
う
て
な

［
振
別
］
て
［
居
は
か
に
］
も
つ
□
な
さ
み
詠
よ
る
［
月
］
ロ
伽
や
な
ら
ん

古
卸
全
叫
大
成
繩

古
伽
、
全
螂
大
成
岬

大
成
3853

＊＊＊＊

大古大古
成５６２成１１３８
３８２３，３８０１，
＊＊

全全
７０４１１２９

＊＊

大古
成２３
３４０２，

＊

全
1444

、

5９



229 228 227 226 225 224 223 222 221

翁
氏
［

］
［
渡
］
海
［
隔
］
無
蔵
も
今
夜
や
詠
よ
ら
見
り
は
思
増
る
十
五
夜
御
月

読
谷
山
王
子

護
得
久
按
司

辺
土
名
親
方

と
も
に
詠
た
ロ
ロ
つ
の
夜
か
や
た
ら
［
恋
し
］
波
の
上
の
月
に
向
て

鳥
ん
恨
る
な
鐘
も
恨
る
な
暁
の
別
り
恋
路
と
も
り

鳥
と
諸
共
に
啼
よ
明
し
よ
す
ん
独
へ
ね
の
空
の
く
つ
さ
あ
て
と

独
へ
寝
の
空
や
明
さ
ら
ん
あ
て
と
恨
［
た
る
］
鳥
□
初
声
待
る

飛
鳥
の
翼
借
は
夜
々
こ
と
に
通
へ
路
の
空
や
我
自
由
や
す
が

冬
の
よ
と
や
す
か
宵
と
み
ば
あ
け
る
か
な
し
手
枕
ん
夢
の
心
地

人
ね
の
空
や
い
ら
ん
こ
と
ま
て
ん
う
も
へ
み
た
ら
ち
よ
て
明
し
か
に
て

人
に
□
つ
ら
さ
し
り
は
う
み
無
蔵
が
夢
の
か
□
□
し
や
あ
よ
ら
や
す
が

南
393

南
郷
大
成
Ⅷ

大
成
洲

大百
成283

30M夫
２８５

，

古
３５８

，

全
１２０

、

＊＊

南百
５８９２２９
、､

＊美
溌231
2930＊

全
１１９３

、

古
血
＊
全
叫
＊
大
成
繩

6０



238 237 236 235 234 233 232 231 230

鳥
声
ま
ち
［
］
る
冬
の
よ
と
や
す
が
語
□
夜
や
互
に
夢
の
心
地

袖
に
波
立
我
身
や
浮
小
舟

渡
海
の
上
に
わ
身
や
浮
舟
の
心
る
焦
と
て
ま
き
よ
る
風
の
便
り

と
て
ん
こ
の
か
ら
に
恩
ち
ら
ん
す
り
は
か
な
し
い
く
と
葉
の
胸
に
と
ま
て

鳥
よ
恨
て
も
鐘
よ
恨
て
も
明
る
夜
の
空
の
人
よ
侍
み

時
の
間
の
袖
合
深
染
成
て
別
［
路
］
の
袖
に
波
と
立
る

と
か
ら
し
よ
が
出
て
留
主
な
ら
ば
童
く
う
つ
り
っ
ぽ
か
ら
す
金
い
り
ら

飛
［
鳥
］
や
よ
か
て
［
思
］
は
自
由
成
へ
翼
ね
や
［
］
身
や
自
由
な
ら
ん

共
に
詠
た
る
夜
半
の
梯
や
い
つ
ん
有
明
の
月
に
残
て

と
も
に
詠
よ
る
月
も
伽
な
よ
み
別
り
路
の
難
面
兼
て
思
は

大
成
卿

古
仰
全
螂
大
成
”

南
304

南
町
大
成
繩

大天
成862

3024吉
重361
複全
８３２０５５

、

南
３６２

、

6１



247 246 245 244 243 242 241 240 239

豊
見
城
王
子

マ
マ

喜
［
屋
武
親
方
］

き
り
□
切
り
ら
上
ん
恋
の
糸
縁
や
詰
ひ
か
た
□
□
る
か
に
の
小
縄

小
橋
川
筑
登
之
親
雲
上
近
よ
す
て
さ
ら
み
恋
し
か
ん
ぎ
や
屋
の
た
出
く
ほ
た
る
火
の
し
じ
く
見
す

き
く
し
や
う
け
な
朝
夕
い
ら
ん
も
の
う
ま
ち
う
ら
み
よ
る
つ
み
や
た
る
に

行
が

義
理
も
棄
ら
ら
ん
あ
り
も
忘
ら
ら
ん
思
案
て
る
橋
の
渡
り
ご
り
し
や

義
理
に
つ
み
ら
り
て
た
ち
別
て
あ
と
に
沙
汰
が
し
き
く
へ
よ
ら
な
り
し
こ

と
も

契
夜
や
互
に
明
間
や
し
ら
ん
語
ら
て
ん
残
る
鳥
や
鳴
さ

義
理
と
仕
情
の
糸
に
つ
な
が
り
て
い
き
や
し
渡
よ
か
や
夢
の
浮
世

義
理
［
責
］
縄
［
解
］
へ
廻
て
来
る
間
や
存
命
て
居
よ
り
花
の
童

き
や
な
ら
わ
ん
と
も
て
捨
て
置
我
身
に
の
し
ゆ
が
い
く
と
葉
に
情
け
掛
て

大
成
2655

大
成
鍬

南
528

＊＊

大大
成歌
1598298

＊

全
２４０１

＊＊

大古
成446
1561、

＊

全
１９２１

6２



248256 255 254 253 252 251 250 249

宜
野
湾
按
司

自
由
な
ら
ん
ロ
側
一
期
た
る
か
け
て
思
て
い
た
つ
ら
に
な
ら
わ
き
や
し
よ
が

会
者
定
離
や
し
ら
ん
無
蔵
と
縁
結
て
残
る
事
今
や
浜
の
真
砂

り
ん
り
枝
心
契
り
し
ん
互
に
儘
な
ら
ん
浮
世
益
の
あ
る
へ

独
り
に
の
枕
ら
会
者
定
離
の
浮
世
露
の
身
は
や
と
て
自
由
も
な
ら
ん

り
ん
り
枝
切
よ
る
や
か
り
薪
木
取
ま
て
様
山
当
に
語
て
み
し
ら

の
か
す
音
信
や
通
さ
な
し
き
よ
て
朝
夕
梯
や
此
ま
に
立
て

の
か
ん
こ
と
互
に
吸
へ
ほ
し
や
や
あ
て
ん
会
者
定
離
の
習
や
定
こ
り
し
や

の
よ
［
て
］
梯
や
列
て
来
て
呉
た
か
一
寸
ん
［
離
罠
］
ん
目
の
緒
さ
が
て

の
し
よ
か
徒
に
色
付
ん
加
那
に
深
く
染
ら
た
へ
心
尽
き

重
複
Ⅷ

古
刈
＊
全
卿
＊
大
成
郡

古
翅
全
仰
大
成
洲

百
列
全
郷
大
成
繩

＊
大
成
鯛

＊＊

大大
成歌
4712433

＊

全
２M８

－６３－



265 264 263 262 261 260 259 258 257

登
川
親
雲
上

我
か
思
の
方
に
吹
越
し
よ
る
風
の
も
の
い
ふ
も
の
や
と
て
い
や
へ
す
ら
な

我
か
自
由
の
な
ら
ん
里
御
肝
つ
ま
き
や
た
ん
て
や
へ
き
や
し
よ
が
花
の
習
や

忘
ら
［
た
］
へ
し
き
ん
思
へ
能
増
て
通
路
や
［
］
朝
ん
夕
さ
ん

能
羽
あ
る
花
に
遊
つ
ら
さ
る
き
染
な
り
し
宿
の
花
や
忘
て

の
か
す
と
く
世
界
や
夢
の
間
と
や
す
が
恩
つ
く
そ
こ
と
の
果
も
な
い
ら
ん

の
が
す
ど
く
我
身
に
物
よ
思
わ
し
よ
か
与
所
も
詠
よ
る
月
と
や
す
が

の
か
す
と
く
か
に
あ
る
月
の
夜
の
〆
縄
闇
な
ら
ん
内
の
し
ば
し
や
す
が

の
か
す
と
く
か
□
［
あ
］
る
浮
世
習
し
の
恋
路
た
ら
と
も
て
只
と
し
ゃ
す
が

の
か
す
白
露
や
苔
で
待
兼
る
花
の
上
や
降
ら
ん
我
袖
の
ら
そ

＊古
大２９９
成、
3475＊

全
集
３７７

＊＊

大全
成2216
4727,

＊

南
５８１

古
獅
全
卿
大
成
”

6４



274 273 272 271 270 269 268 267 266

喜
屋
武
按
司

別
路
の
空
に
烈
て
行
も
の
や
袖
に
散
落
る
涙
た
は
か
り

隻
経
の
御
縁
あ
た
ら
ま
せ
互
に
く
り
返
し
ノ
ー
切
ら
ん
こ
と
に

鐘
の
糸
経
に
繰
返
し
ノ
ー
掛
て
梯
の
増
て
立
さ

忘
ら
た
へ
す
り
ロ
御
情
の
深
さ
思
切
ん
す
り
ぱ
思
と
増
る

忘
ら
出
ん
故
と
哀
り
松
虫
と
夜
々
に
声
立
て
と
も
に
鳴
る

別
る
さ
み
と
み
ば
袖
に
波
立
て
又
拝
も
間
や
い
き
や
が
し
や
ひ
ら

別
よ
る
袖
に
匂
移
き
給
り
面
影
の
た
上
は
伽
に
し
や
ひ
ら

別
て
ん
互
に
心
有
明
の
月
と
日
の
ま
わ
り
節
と
ま
き
よ
る

我
が
し
よ
る
枕
ら
草
の
葉
か
や
よ
ら
夜
々
毎
に
露
の
宿
る
心
気

古
瑚
全
蝿
大
成
繩

南
蝿
大
成
郷

大天
成141
4811、

古
５２７

全
1141

南
迦
＊
大
成
慨

大古
成1180

4800戯
１２

全
１１４０

南
５０３

南
559

古
瑚
＊
全
卿
＊
大
成
蛾

＊百
天５１４
８３１，

全
１２７０

大
成
４７５４

6５



283 282 281 280 279 278 277 276 275

宜
野
湾
按
司

石
川
親
雲
上

東
り
打
向
て
飛
る
あ
や
蝶
る
ま
つ
よ
ま
て
し
ば
し
い
や
へ
頼
ま

忘
り
草
見
ば
よ
く
ど
覚
出
し
よ
る
う
み
忘
て
を
た
る
昔
し
こ
と
ん

忘
草
と
ま
へ
て
忘
ら
た
へ
す
り
ぱ
能
と
思
増
る
無
蔵
が
な
さ
け

風
便
て
音
声
間
や
り
は
の
よ
て
し
じ
く
貫
玉
の
わ
袖
の
ら
そ

か
に
苦
し
や
あ
る
へ
ま
鼻
な
ら
ん
我
身
の
別
ら
た
へ
す
り
ぱ
袖
や
引
へ

別
り
が
た
な
さ
や
互
に
あ
ら
や
す
が
難
面
の
あ
ま
り
一
人
と
も
て

我
か
た
の
も
紺
屋
の
心
無
ん
あ
た
ら
染
な
き
や
る
か
な
の
色
の
さ
み
て

わ
か
忍
ふ
内
に
離
立
る
や
か
ら
吹
き
ら
ち
賜
り
恋
の
あ
ら
し

わ
が
心
ま
上
に
染
成
る
糸
ん
は
た
と
色
さ
み
て
本
の
白
地

大
成
羽

大古
成1007
1390,
全
１９０８

，

南
５１６

、

大古＊＊
成1220大古
4786,成５５８

全４７４３，
２２２１＊

、

全
南２２１８
５５８、

、

＊
大
成
“

6６



292 291 290 289 288 287 286 285 284

喜
屋
武
按
司

笠
に
顔
隠
ち
忍
ふ
夜
の
習
や
与
所
し
ら
ん
こ
と
の
恋
路
や
り
は

兼
て
か
ら
深
く
た
の
て
あ
る
か
な
や
色
は
け
て
染
り
紺
屋
の
あ
る
じ

マ
マ

焼
鐘
の
立
曰
や
聞
け
は
思
ひ
出
さ
別
路
の
つ
ら
さ
し
ち
ゃ
る
昔
し

加
那
し
梯
や
朝
夕
さ
ん
の
か
ん
急
し
立
か
へ
り
花
の
本
に

語
ら
よ
る
内
に
い
こ
と
葉
や
残
ち
よ
し
ま
ら
ん
鳥
の
別
り
し
ら
ち

か
上
る
夜
や
も
か
し
一
人
と
ま
へ
ノ
ー
あ
り
か
門
ん
わ
門
も
月
き
に
た
ふ
き

か
な
ノ
ー
と
互
に
語
ら
よ
る
中
に
情
け
無
ん
鳥
の
別
り
つ
け
て

か
な
ノ
ー
と
紺
屋
の
染
な
し
や
へ
置
は
情
け
わ
す
り
よ
み
幾
世
へ
て
ん

通
路
や
あ
わ
ん
袖
し
ほ
て
朝
夕
い
き
や
し
こ
ら
し
よ
よ
か
夢
の
世
界
に

重古＊南大古
複９６７大５６７成３４９
５０５，成、1402,
全１３７１＊古
１１０７古５２１

１２３２、

大全
成＊1909
１２５３全、

１９０５
、

南
抑
大
成
蝿

南
側
大
成
剛

＊
全
蠅
、
＊
大
成
卿

6７



301 300 299 298 297 296 295 294 293

夢
に
す
か
さ
り
て
党
て
淋
し
さ
や
独
へ
ね
の
袖
や
波
と
立
る

夢
や
見
き
覚
て
枕
ら
波
立
て
独
へ
に
の
夜
や
波
の
し
じ
さ

夢
に
尋
て
ん
音
信
ん
な
へ
ら
ん
哀
り
語
ら
た
る
人
の
行
へ

頬
方
ね
へ
ら
ん
花
の
身
よ
や
り
は

花
の
身
や
一
異
り
頼
も
人
や
を
ら
ん
や
上
に
落
替
る
露
ど
吸
る

よ
し
じ
ょ
し
ま
ら
ん
旅
の
空
や
り
は
か
な
し
振
別
ん
す
ら
な
上
よ
め

よ
そ
の
玉
金
よ
く
ち
取
は
か
り
抱
ち
殺
そ
た
け
に
思
な
う
き
よ
め

か
た
ら
て
ん
互
に
い
言
葉
や
の
く
て
恋
し
暁
の
鳥
も
鳴
さ

か
な
ノ
ー
と
し
ち
ん
花
の
身
の
習
や
夜
々
こ
と
に
落
る
露
と
た
の
も

か
に
ん
つ
り
な
さ
み
－
粒
あ
る
花
は
う
も
へ
自
由
な
ら
ん
与
所
に
も
ま
ち

古
雌
全
剛
、
大
成
、

大古
成1169
4552、

全
２５０２

，

南
４９６

、

古
郷
全
叫
大
成
臓

重
複
”

＊
天
、
、
＊
大
成
、

＊
全
郷
＊
大
成
繩

6８



310 309 308 307 306 305 304 303 302

夢
に
こ
と
語
て
覚
て
あ
か
つ
坐
の
独
へ
は
じ
か
し
や
月
に
向
て

夢
の
狂
物
や
別
り
た
す
し
ら
ん
ま
と
る
み
よ
る
内
や
無
蔵
か
う
側

夢
に
す
か
さ
り
て
閏
の
戸
は
あ
け
て
月
と
恥
か
し
や
我
身
の
す
か
た

夢
の
ま
に
渡
る
浮
世
漕
舟
の
の
が
す
ど
く
う
し
よ
ん
自
由
ん
な
ら
ん

夢
に
通
わ
き
や
る
手
枕
の
難
面
独
へ
に
と
や
す
が
御
側
と
も
て

夢
路
通
は
し
ょ
る
仲
嶋
の
小
橋
覚
て
悌
の
増
て
立
さ

夢
に
無
蔵
御
側
並
ひ
た
る
枕
ら
吹
よ
う
そ
ま
そ
な
恋
の
あ
ら
し

夢
に
事
語
て
暮
ら
さ
り
て
か
ら
や
見
ぽ
し
や
浦
き
ら
し
や
の
よ
て
し
や
ひ
が

夢
に
稀
り
代
ん
す
覚
出
が
呉
ら
と
も
に
語
ら
た
る
花
の
昔
し

大大
成歌
６６７２７７

，

古
３２６

，

全
２９７

、

大
成
肺

大大
成歌
６８２３７３
、、

重古
複３０３
１０７、
全
２６７８

、

＊
大
成
、

＊
大
成
、

6９



319 318 317 316 315 314 313 312 311

池
城
里
之
子
親
雲
上
よ
す
ず
み
が
な
け
ば
な
居
を
ら
り
ら
ん
思
童
ひ
使
の
な
き
よ
ら
と
み
ば

宜
野
湾
按
司

夢
や
又
あ
ら
に
誠
と
ん
や
ら
は
な
り
し
こ
の
間
の
由
緒
き
か
す

夢
に
こ
と
語
て
忘
ら
て
や
り
し
ち
ん
難
面
さ
や
に
ほ
る
ひ
ま
ん
な
い
ら
ん

よ
へ
っ
み
る
年
に
無
蔵
や
先
立
朝
顔
の
命
こ
ら
し
兼
て

よ
ょ
に
名
の
朽
ん
恋
路
し
や
る
人
の
よ
し
や
仲
嶋
の
浦
に
残
て

夢
に
こ
と
語
て
忘
ら
り
て
か
ら
や
う
そ
て
声
立
て
浮
名
立
み

夢
に
無
蔵
う
側
う
そ
て
悌
の
目
の
を
立
波
に
わ
袖
濡
ち

夢
や
自
由
な
も
の
ま
と
る
み
ぱ
う
側
う
そ
て
を
る
間
の
思
の
苦
し
や

夢
ん
梯
ん
情
あ
て
呉
な
一
期
ま
上
な
ら
ん
二
人
が
中
や

＊＊＊古
大古天１２５８
露1507322,

全

茎農２３６７
５２２９８、
､、

大＊＊
成

漆百 4661
455832

古
細
、
全
淑
、
大
成
師

大天
成８８６
６８１，
古
３９６

全
２２０１

、

百
犯
全
岬
大
成
剛

＊
南
側
＊
大
成
岬

＊＊

大古
成５１４
７０１，

＊

重全
複６６５
６４、

7０



328 327 326 325 324 323 322 321 320

平
志
屋
親
雲
上

た
と
へ
今
死
も
た
か
烈
て
呉
か
此
の
世
や
み
な
ち
よ
て
独
へ
さ
ら
み

よ
し
や

便
り
あ
る
も
の
と
文
や
き
や
う
ん
持
そ
恨
し
や
恋
路
自
由
ん
な
ら
ん

頼
も
夜
や
更
て
音
信
も
に
や
ら
ん
独
へ
山
の
は
の
月
に
向
て

誰
よ
松
虫
の
鳴
先
や
知
ら
ん
風
に
音
つ
り
る
声
の
つ
ら
さ

夜
ん
更
て
行
へ
で
か
や
う
立
戻
ら
山
の
端
に
か
Ｌ
る
月
と
つ
り
て

誰
か
つ
ら
さ
故
か
夜
々
に
き
り
ノ
ー
す
恨
み
な
く
声
や
浮
名
立
て

よ
み
の
世
の
中
に
又
拝
こ
と
ん
露
の
身
の
習
や
定
み
苦
し
や

た
る
よ
恨
と
て
独
へ
照
月
に
打
向
て
鳴
か
花
の
あ
る
じ

只
情
た
の
て
義
理
の
〆
縄
ん
振
捨
て
行
さ
恋
の
や
ま
し

大
成
“

大
成
岬
＊
天
独

古
町
全
岬
大
成
蝿

＊＊重百大百
大古複２７４成３５８
成９３０４０，２５６８，
２５４０、全古
＊１２３２３１４

全、、
２３１１大全

成３５７
２６１３、

、

－７１－



337 336 335 334 333 332 331 330 329

宜
野
湾
按
司

小
橋
川
里
之
子
朝
鮮
尋
よ
る
花
の
近
く
な
て
さ
ら
み
忍
ふ
身
か
袖
に
匂
へ
立
さ

佐
渡
山
親
方

与
那
覇
里
之
子
親
雲
上
た
と
へ
初
春
の
花
や
詠
み
て
ん
肝
や
有
明
の
月
に
向
て

御
同
人

喜
屋
武
按
司

浦
添
王
子

互
に
あ
と
先
や
一
人
た
の
み
ノ
ー
い
つ
ん
か
わ
る
な
や
う
と
し
や
よ
て
ん

立
波
の
し
ぎ
く
渡
ら
ん
あ
て
ど
戻
て
思
案
橋
渡
て
見
き
や
る

避
遁
の
今
宵
ほ
や
か
り
て
一
人
詠
よ
る
月
も
肝
と
や
ま
そ

誰
よ
恨
と
て
庭
の
草
か
じ
に
便
り
ま
つ
虫
の
や
坐
に
な
き
よ
る

互
に
恨
に
た
る
昔
し
覚
出
し
よ
さ
山
の
は
に
か
ェ
る
月
よ
見
は

た
が
掛
て
う
ち
や
が
花
の
仲
嶋
に
ほ
み
ま
よ
て
行
る
恋
の
小
橋

只
情
た
の
て
ま
し
く
ま
て
を
す
が
恨
し
や
掛
る
義
理
の
〆
縄

古
山
全
郷
大
成
”

＊＊＊＊

大古大大
成５３成歌
２５２９，２５２７２９９

＊

全＊
２０２０全
、２４１４

全
郷
大
成
紬

大
歌
犯
全
郷
大
成
“

－７２－



346 345 344 343 342 341 340 339 338

玉
城
里
之
子
親
雲
上
袖
に
匂
移
き
朝
夕
詠
た
る
花
の
梯
や
忘
り
呉
し
や

大
田
親
雲
上

宜
野
湾
按
司

南
風
平
里
之
子
親
雲
上
互
に
ま
坐
な
ら
ん
浮
世
た
る
か
け
て
寄
詰
る
年
と
百
恨
み
よ
る

旅
宿
の
つ
ら
さ
し
ら
さ
な
や
あ
り
に
や
上
に
通
わ
し
よ
る
夢
路
便
て

楽
や
二
人
苦
み
や
一
人
頬
ま
ら
ん
も
の
や
人
の
心

頼
も
松
下
の
影
た
よ
て
い
け
ば
哀
り
身
が
袖
や
露
の
し
ぎ
さ

旅
の
う
ち
つ
ら
さ
忘
ら
て
や
り
し
ち
と
侍
て
詠
み
た
る
月
も
花
も

旅
や
と
の
哀
り
知
ら
さ
な
や
あ
り
に
夜
々
に
通
わ
し
よ
る
夢
路
た
よ
て

尋
来
る
人
の
音
信
ん
絶
て
独
へ
寝
の
里
に
夜
半
の
嵐

互
に
節
待
る
振
別
と
や
す
が
か
に
ん
難
面
み
百
の
恩
へ

大
成
蝿

大
成
繩

古
釧
、
全
湘
南
紬
、

南
肌
、
大
成
繩

＊＊

大古
成971

2393串
全
１９９９

＊

南
４０８

＊
天
畑

＊
大
成
繩

－７３－



355 354 353 352 351 350 349 348 347

豊
見
城
按
司

喜
屋
武
按
司

真
宮
屋
筑
登
之
親
雲
上
吸
た
る
よ
の
昔
尋
や
へ
見
ば
さ
み
て
暁
の
よ
み
の
心
地

高
宮
城
里
之
子
親
雲
上
吸
わ
ん
も
の
の
よ
て
夢
や
夜
々
こ
と
に
袖
よ
ひ
ち
起
そ
花
の
姿

難
面
や
わ
み
の
自
由
な
ら
ん
あ
て
ど
一
粒
あ
る
花
や
人
に
も
ま
そ

難
面
身
に
あ
ま
て
夜
々
に
松
虫
の
与
所
に
名
の
立
す
し
ら
ん
鳴
さ

難
面
や
二
人
我
胴
の
儘
な
ら
ん
の
よ
て
袖
合
た
る
夢
の
四
界
に

袖
や
草
こ
く
る
胸
や
し
よ
や
心
露
と
煙
と
の
は
て
も
無
ら
ん

袖
に
手
を
隠
そ
肌
持
に
な
り
は
能
と
思
出
し
よ
る
か
な
し
う
側

袖
に
匂
移
き
情
身
に
染
て
恩
へ
重
と
て
伽
に
し
や
ひ
ら

そ
た
る
夜
や
い
つ
ん
玉
金
う
側
き
の
ふ
今
日
よ
と
み
ぱ
昔
な
る
い

全
獅
大
成
卿
＊
古
川

大古＊＊＊＊
成1547大古大古
2384、成１１６１成３３６

全2385,ｋ２４０７，
１９９７全 ＊

３５１ｊｉｉｉ南
３９５＊

南
３９４

、

＊
大
成
蝿

天
朏
、
南
師

7４



364 363 362 361 360 359 358 357 356

東
氏
安
仁
屋
政
情
烈
て
諸
共
に
行
ん
て
や
り
す
り
ぱ
宿
の
世
話
な
み
の
し
き
く
あ
て
と

喜
屋
武
親
方

苔
て
居
る
花
の
宵
の
ま
に
咲
す
情
あ
る
露
の
忍
て
ほ
た
ら

苔
て
露
侍
る
花
の
上
や
ほ
ら
ん
我
か
袖
に
ほ
［
よ
る
］
□
の
ら
み
し
や

我
が

墓
に
手
を
掛
て
里
呼
へ
鳴
も

詰
て
思
こ
と
や
重
て
ど
行
る
と
て
ん
か
き
曇
り
夜
半
の
う
月

難
面
や
夢
の
世
の
中
に
を
と
て
朝
夕
義
理
の
上
に
恩
へ
朽
ち

月
日
重
り
は
忘
り
よ
ら
と
み
ば
夢
も
う
も
か
じ
も
繁
く
立
さ

月
見
し
ん
あ
り
が
花
見
し
ん
あ
り
が
梯
と
増
る
夜
も
昼
も

月
の
影
代
ん
す
袖
に
宿
か
よ
へ
し
ば
し
侍
み
し
や
う
り
語
れ
ほ
し
や
の

あ
て
ん
に
や
ら
ん

う
て
つ
き
や
み
後
生
に
返
事
も
す
←
ワ
も

古
鋤
、
全
卿
大
成
“

古
瑠
全
卿
大
成
剛

大
成
2802

＊南
大３５９
成、
2690＊

古
１２７１

，

＊

全
６５５

、

古
岬
南
卸
大
成
繩

古
501

、

南
361

南
376

大
成
蝿
＊
全
蝿

－７５－



373 372 371 370 369 368 367 366 365

馬
氏
内
間
親
雲
上
仲
島
の
浦
や
い
つ
も
波
風
が
つ
な
じ
う
く
舟
の
う
て
も
つ
か
も

仲
島
の
小
橋
波
や
立
に
ど
も
あ
わ
ん
戻
る
夜
や
我
袖
の
ら
き

仲
島
の
小
橋
人
繁
さ
あ
も
の
袖
し
顔
隠
き
忍
て
い
ま
う
り

情
他
化
な
し
よ
る
花
の
身
は
知
ん
一
期
た
へ
と
も
て
侭
に
し
き
や
鐘

情
無
ん
虫
の
は
な
の
上
に
す
が
て
咲
出
ら
ん
内
に
紅
葉
し
み
て

マ
マ

情
手
に
吸
す
い
つ
の
夜
が
や
た
ら
水
や
今
迄
＋
◎
滴
て
を
す
が

情
あ
て
賜
り
空
ら
繁
る
雨
も
た
ま
に
約
束
の
今
宵
や
り
は

寝
ほ
る
目
ん
さ
み
て
独
照
る
月
に
打
向
て
鳴
す
無
蔵
が
し
ら
な

寝
屋
た
よ
く
音
の
幽
か
あ
ん
と
も
て
党
す
戸
は
明
て
無
蔵
よ
呼
さ

南百
４４３４２９
、、

大大
成歌
３０７２２７１

，

全
２７９

、

大
歌
卿
全
卿
大
成
繩

大
成
”

古
川
全
獅
大
成
川

＊
大
成
岬

7６



382 381 380 379 378 377 376 375 374

喜
屋
武
親
方

宜
野
湾
按
司

平
志
喜
屋
親
雲
上
な
か
ん
思
童
ひ
偽
寄
さ
よ
へ
あ
り
か
夜
々
に
鳴
我
身
よ
と
て
呉
な

鳴
渡
る
か
り
に
文
や
き
や
う
ん
持
き
振
別
の
難
面
い
や
へ
す
ら
な

今
と
恩
し
よ
る
袖
合
た
る
昔
し
憂
名
立
恥
ん
侭
に
し
き
や
す

な
り
し
思
無
蔵
か
歌
て
や
り
う
そ
て
開
は
屋
久
鴫
の
鳥
の
初
声

夏
の
夜
の
習
や
語
れ
尽
さ
ら
ん
思
へ
い
く
と
は
ん
残
る
ら
み
し
や

ま
で
ん

な
ｈ
り
し
梯
や
旅
の
上
に
烈
て

泪
袖
し
ほ
て
哀
語
た
る
名
残
有
明
の
月
に
の
く
て

七
葉
あ
る
煙
草
頭
こ
に
し
き
よ
て
里
と
原
と
な
り
い
き
や
は
代
も
の

七
重
八
重
立
る
離
内
の
花
も
匂
移
迄
の
禁
止
や
に
や
さ
み

夜
々
に
手
枕
の
夢
の
つ
ら
さ

一
寸
ん
雛
ら
ん
我
胸
焦
葬
こ

南
582

南
郷
大
成
”

大古
成1225
3211,

全
２０６７

南
409

＊＊大天
百古成166

1624613233吉、、

＊茎４５
線@ 戯

２９
３２３０＊、

屋全
１４４７

屯 、

＊
大
成
蝿

＊
大
成
Ⅷ

＊＊

大古
成302

3084窯
全
６９８

，

＊

百
２５７

南
573

、

－７７－



391 390 389 388 387 386 385 384 383

瑞
慶
覧
親
雲
上

波
ね
音
そ
へ
て
た
る
呼
へ
な
き
よ
が
哀
り
仲
し
ま
の
浦
の
千
鳥

豊
見
城
王
子

喜
屋
武
按
司

吉
屋

喜
屋
武
按
司

存
命
て
居
は
又
拝
も
や
す
が
若
が
先
な
ら
は
花
の
う
て
な

波
の
よ
る
昼
ん
哀
り
鳴
渡
る
浮
世
仲
嶋
の
浦
の
千
鳥

な
つ
か
し
や
童
自
由
な
ら
ん
あ
た
み
黒
染
の
袖
に
思
へ
と
み
て

流
ら
へ
て
居
は
恋
し
仲
嶋
の
名
に
立
る
小
橋
渡
て
見
き
や
さ

流
よ
る
水
に
し
が
ら
み
は
立
て
色
清
さ
あ
て
と
救
て
見
る

情
思
よ
ら
は
我
が
行
る
先
に
向
て
枝
さ
す
様
小
湾
小
松

中
絶
て
拝
も
夜
の
恋
し
さ
や
昔
し
く
り
戻
き
今
に
思
て

な
だ
や
川
心
我
が
身
流
り
よ
さ
し
が
ら
み
よ
―
ユ
る
人
や
を
ら
に

＊＊南大大大
大百４４１歌成歌
成564,2623305261

3120讃大、

息繍高蒜、 、

＊全南
全２８５４３９
５３２、

､

大大＊＊
成歌大百
3121279成１００

，３１３２，
全＊
２４３０全

、

１２３４

南、
４４４

、

古
蝿
全
岬
大
成
、

7８



400 399 398 397 396 395 394 393 392

安
良
城
里
之
子
親
雲
上
楽
も
苦
も
互
に
な
り
染
て
会
者
定
離
の
浮
世
渡
て
き
や
さ

マ
マ

無
蔵
移
り
匂
の
袖
に
と
ま
ら
に
は
忘
れ
ソ
よ
る
ひ
ま
ん
あ
よ
ら
や
す
が

梅
と
桃
心
切
て
績
は
か
り
つ
上
み
し
み
留
御
縁
結
は

昔
し
恨
た
る
暁
の
鳥
も
今
に
な
き
見
り
ぱ
伽
に
な
よ
さ

波
の
上
に
っ
な
ご
浮
舟
の
心
誰
に
あ
っ
け
や
へ
す
て
出
参
が

無
蔵
や
行
先
に
恩
へ
忘
よ
ら
我
み
や
ま
し
立
て
忘
ご
り
し
や

存
命
ら
へ
て
を
た
み
幾
年
を
ひ
て
も
わ
す
ら
上
も
本
の
花
の
す
が
た

な
り
も
与
所
島
や
か
に
も
つ
り
な
さ
み
頬
て
か
た
ら
よ
る
人
も
を
ら
ん

な
つ
か
し
や
あ
り
が
よ
し
も
い
言
葉
も
振
す
て
坐
別
る
義
理
の
習
や

古
遡
全
脚
大
成
狐

大古
成1242
3335、

全
２４９０

南
６０１

、

＊
天
細
、
＊
大
成
地

＊
大
成
繩

7９



409 408 407 406 405 404 403 402 401

害
屋
武
按
司

登
川
親
雲
上

喜
屋
武
あ
ん
司

物
思
焦
り
ふ
ば
闇
の
蛍
火
も
我
身
よ
り
出
る
光
と
も
て

御
衣
の
袖
と
や
へ
わ
が
よ
し
み
な
け
な
き
や
な
ら
わ
ん
と
も
て
捨
て
い
ま

ひ
み

無
情
に
は
た
ら
り
み
人
の
慣
し
の
た
と
へ
義
理
の
上
の
浮
世
や
て
ん

昔
し
手
に
汲
す
い
つ
の
世
か
や
た
ら
水
や
今
ま
て
ん
清
て
を
す
が

胸
の
埋
火
の
煙
と
も
立
は
し
ら
り
よ
る
こ
と
ん
あ
よ
ら
や
す
が

袖
合
行
先
や
き
や
な
ら
わ
も
儘
よ
義
理
頬
て
浮
世
く
ら
さ
故
か

結
糸
縁
の
い
な
朽
ん
と
み
ば
仕
情
の
か
た
み
と
ら
ん
た
す
が

結
糸
縁
の
昔
し
繰
戻
き
今
に
な
し
ほ
し
や
や
浜
の
真
砂

最
早
や
梯
も
立
よ
の
き
呉
な
一
期
自
由
な
ら
ん
人
よ
や
り
ば

大古
成602
4049、

全
１２５２

南
５５４

古
Ⅷ
全
池
大
成
繩

南百
４２３２１９
、、

大大
成歌
4236284

全
1162

古
〃
、
全
仰
大
成
帥

古
繩
、
全
叩
大
成
繩

古
４５４

，

全
2173

,

4305

＊＊

大古
成735
43Ｍ、

＊

全
１８９０

8０



418 417 416 415 414 413 412 411 410

覚
出
さ
昔
し
別
路
の
つ
ら
さ
今
に
暁
の
鳥
声
聞
ぱ

あ
ら
ん

浮
舟
の
焦
り
時
の
間
と
や
よ
る
吹
〈
□
そ
風
の
ね
や
ら
ん
う
き
よ
み

昔
し
は
た
そ
た
る
情
忘
り
ら
ん
花
や
す
り
は
て
ふ
紅
葉
な
て
ん

梯
と
烈
て
い
き
や
し
別
や
ひ
が
語
ら
て
ん
飽
も
な
り
し
う
側

思
る
こ
と
成
る
浮
世
又
や
と
て
旅
の
行
先
ん
烈
て
行
な

無
蔵
か
い
言
葉
に
引
て
わ
み
の
き
や
な
ら
わ
ん
と
も
て
忍
て
い
き
よ
さ

結
糸
縁
に
心
か
わ
る
な
よ
う
恋
の
は
て
知
る
二
人
た
い
も
の

も
の
み
顔
し
み
て
捨
て
い
か
り
よ
み
た
と
へ
義
理
の
上
の
浮
世
や
て
ん

百
気
い
き
延
る
里
や
旅
し
み
て
朝
夕
肝
の
願
算
や
し
ら
ん

古
脚
全
岬
大
成
噸

古
吻
全
卿
大
成
、

大古
成1334
4407、

全
２１９０

，

南
７２４

、

＊＊

大古
成1298
748,

＊

全
２６１３

＊＊

大古
成1223
ｲ３８７，

＊

全
２１８８

、

8１



421 420 419427 426 425 424 423 422

高
原
里
之
子

恨
し
や
思
へ
定
て
ん
か
わ
る
頼
み
が
な
さ
や
人
の
心

恨
こ
と
あ
り
に
い
や
へ
た
へ
す
り
は
切
て
さ
み
縁
の
あ
て
も
ね
や
ら
ん

思
出
は
わ
み
の
飛
は
か
り
あ
す
が
加
髄
の
鳥
心
自
由
な
ら
ん

思
や
年
ま
さ
へ
成
る
こ
と
や
難
さ
恨
み
し
や
浮
世
夢
と
や
す
が

恩
へ
尽
さ
ら
ん
照
る
月
に
向
て
詰
て
待
兼
る
鳥
の
初
声

思
ん
故
か
ら
と
鳥
や
恨
よ
る
恩
は
自
由
な
よ
る
恋
路
代
も
の

思
出
と
限
り
寝
夜
の
戸
は
明
て
浮
世
恥
し
ら
ん
忍
て
行
籠

思
有
秋
の
月
と
諾
共
に
鳴
明
す
罪
や
誰
に
行
が

思
こ
と
の
あ
て
ん
与
所
に
か
た
ら
り
み
梯
と
烈
て
忍
て
を
が
ま

大
成
剛

古
叫
全
岬
大
成
脚

大
成
皿

古
叫
全
岬
大
成
血

古
釧
、
全
知
、
大
成
雌

＊＊

大古
成４４５
８８３、

＊

全
１１０１

、

8２



436 435 434 433 432 431 430 429 428

古
波
蔵
親
方

宜
野
湾
按
司

喜
屋
武
按
司

豊
見
城
親
雲
上

恨
し
や
月
も
山
の
葉
に
か
出
て
頬
も
夜
の
空
や
更
て
行
さ

喜
屋
武
親
方

赤
田
村
真
栄
城
し
浮
世
恥
し
き
と
い
や
な
焦
り
よ
る
我
難
面
し
よ
る
人
や
を
ら
ん

恨
み
し
や
義
理
に
寄
ら
ん
年
よ
ら
き
手
取
引
り
ら
ん
花
の
童
ひ

打
笑
て
花
の
色
び
け
や
へ
見
し
て
の
が
す
よ
し
あ
し
の
匂
や
立
ん

御
行
逢
拝
て
今
日
や
嬉
し
さ
と
あ
す
が
別
り
よ
る
つ
ら
さ
兼
て
思
ぱ

奥
山
に
か
く
り
咲
出
る
梅
の
か
な
し
匂
与
所
に
移
き
呉
る
な

愛
名
立
波
の
立
な
う
き
呉
ぱ
共
に
渡
よ
す
が
恋
の
小
舟

浮
世
草
の
葉
の
露
心
や
す
が
忍
片
時
も
自
由
な
ら
ん

憂
名
立
く
と
も
知
な
け
な
わ
み
の
迷
て
さ
み
あ
り
と
恩
へ
も
す
て

古
郷
全
岬
大
成
剛

古
伽
、
＊
全
卿
＊
大
成
剛

古
翻
、
大
成
噸
、
＊
全
師

＊
大
成
伽

8３



445 444 443 442 441 440 439 438 437

宮
屋
武
按
司

義
村
王
子

古
謝
按
司

恋
の
道
さ
わ
る
義
り
の
〆
縄
や
と
て
ど
け
て
な
し
よ
る
人
や
を
ら
に

此
間
の
思
へ
他
化
な
よ
ん
と
み
ぱ
の
よ
て
無
蔵
宿
に
御
縁
あ
た
が

焦
り
よ
る
わ
み
や
闇
の
夜
の
蝶
る
い
き
や
し
と
ま
へ
付
が
花
の
本
に

覚
ら
す
に
く
り
る
月
日
し
り
な
げ
な
迷
て
詠
た
る
花
の
色
香

浮
世
波
立
て
い
つ
も
こ
の
浦
に
楽
も
苦
も
共
し
よ
す
が

音
信
よ
間
は
思
出
さ
昔
し
朝
夕
か
た
ら
た
る
人
の
名
残

恩
有
明
の
月
の
つ
り
な
さ
や
な
り
も
与
所
鴫
に
を
て
と
知
る

思
忘
て
を
た
る
昔
し
こ
と
や
す
が
見
り
ぱ
さ
ま
ノ
ー
の
恩
へ
増
て

恩
へ
あ
る
宿
も
自
由
に
い
か
り
ふ
ぱ
の
よ
て
焦
り
ょ
が
闇
の
ほ
た
る

大
成
脇

南
412

南
416

＊＊

大古
成５９３
１１１８，

＊

全
３４０

、

＊＊

大古
成７３３
１１２２，

＊

全
１８８８

8４



454 453 452 451 450 449 448 447 446

安
仁
屋
里
之
子

こ
ぽ
が
す
の
糸
に
か
上
る
な
よ
う
蝶
る
し
の
ほ
ま
し
う
き
の
花
に
ま
よ
て

比
か
ら
や
互
に
御
縁
松
虫
の
声
よ
間
賜
り
幾
世
ま
て
も

草
か
よ
る
ひ
ま
の
無
ん
あ
て
と
わ
身
の
松
の
下
枝
に
つ
な
じ
う
き
や
る

城
か
ら
下
て
申
時
の
限
り
誰
に
よ
く
さ
り
て
な
ま
で
ま
ふ
き
や
が

恋
の
身
や
空
に
飛
鳥
の
心
み
つ
み
て
も
手
に
や
取
や
な
ら
ん

く
は
で
さ
の
う
月
ま
と
ノ
ー
と
て
よ
る
与
所
目
ま
と
は
か
て
忍
て
い
ま
ふ
り

こ
の
世
う
ら
み
と
て
先
な
た
ら
や
す
が
た
る
烈
て
行
が
し
て
の
山
路

こ
ら
さ
ら
ん
あ
り
が
物
思
つ
ら
し
き
よ
て
与
所
の
目
に
し
り
て
鳴
ら
と
み
ば

こ
の
世
を
て
里
が
自
由
な
ら
ん
あ
ら
ぱ
草
の
か
じ
行
は
語
て
賜
り

大大
成歌
１８４８２８

，

古
1402

,

全
３０４

、

古
螂
、
全
蠅
、
大
成
噸

＊＊

大古
成lO68
1638、

＊

全
２５３４

8５



463 462 460 459 457 456 455461 458

毛
氏
江
田
親
雲
上

小
橋
川
筑
登
之
親
雲
上
夜
々
に
照
り
明
そ
遺
念
火
の
基
へ
尋
や
へ
見
り
ば
昔
し
や
す
が

松
下
の
草
や
冬
枯
に
な
て
と
牛
や
山
元
に
つ
な
じ
を
き
や
る

枕
ら
側
立
て
ま
と
る
み
と
し
ゃ
す
が
い
つ
の
ま
に
露
や
繁
く
ほ
た
が

鯛
ら
た
る
夜
や

枕
ら
並
と
て
み
す
か
物
語
り

夜
々
に
手
枕
の
な
り
し
悌
や
た
が
つ
り
て
つ
き
や
が
旅
路
迄
も

約
束
よ
し
き
や
る
言
の
葉
の
返
事
や
い
つ
か
た
て
呉
が
歳
や
よ
上
へ

恋
の
深
山
路
に
ほ
み
迷
て
鳴
る
哀
り
わ
が
難
面
思
て
賜
り

心
る
く
ら
や
み
や
た
る
故
に
な
た
が
迷
て
い
く
先
の
程
も
し
ら
ん

こ
の
難
面
さ
な
が
な
捨
て
行
り
よ
み
た
と
へ
朝
が
を
の
花
と
い
き
も

返
巾
も
に
や
ら
ん

夢
と
も
て
問
み
御
肝
か
わ
る

成天＊＊
3927239大古

、成３０９
古４６ｲ８，
４０３＊

、

全
全1137
２１３４

大

大
成
凧

大古
成1222
1831、

全
１２２２

南
５６４

、

南
郷
大
成
卿

＊＊

大大
成歌
3986348
、、

＊＊

古全
10791590

8６



472 471 470 469 468 467 466 464465

伊
舎
堂
里
之
子
親
雲
上
稀
の
手
枕
の
あ
わ
り
暁
に
情
け
無
ん
鳥
の
別
り
し
ら
ち

安
仁
屋
里
之
子
政
章
儲
な
ら
ん
恋
路
渡
る
身
が
舟
や
打
へ
引
波
に
袖
の
ら
ち

浦
添
王
子

前
田

儘
な
ら
ん
恋
路
夢
に
通
は
き
よ
て
節
よ
待
兼
る
縁
の
つ
ら
さ

離
内
の
く
り
し
や
思
へ
し
り
召
ち
風
に
音
信
や
聞
き
賜
り

稀
に
語
ら
て
ん
心
隔
ら
ん
思
こ
と
や
夜
々
の
夢
に
か
た
て

稀
に
さ
へ
あ
り
が
覚
出
が
呉
ら
あ
か
ん
語
ら
た
る
夜
半
の
昔
し

ま
つ
よ
ま
て
て
や
り
無
蔵
が
い
や
な
り
ば
存
命
ら
へ
て
我
身
や
を
ら
ん
た

す
が

迷
て
さ
み
わ
み
の
自
由
な
ら
ん
あ
り
に
深
染
ら
て
や
へ
心
尽
ち

又
い
つ
が
て
や
り
契
る
言
の
葉
ん
絶
て
我
か
袖
に
露
ど
う
き
よ
る

＊古
全1299
501、
、＊

＊百
大２４２
成、
3962＊

天
８９６

、

古
蝿
全
卿
大
成
噸

大
成
卿

南
547

＊
大
成
蝿

8７



481 480 479 478 477 476 475 474 473

宜
野
湾
按
司

本
部
按
司

与
那
原
親
方

義
村
王
子

あ
た
ら
花
や
す
が
ま
し
立
る
こ
と
の
な
ら
ん
し
よ
て
朝
夕
風
に
も
ま
き

あ
さ
ま
し
や
花
の
散
る
身
や
し
ら
ん
一
期
よ
り
付
る
蝶
と
も
て

あ
さ
ま
し
や
心
闇
や
あ
ら
な
し
や
う
て
節
し
咲
花
に
一
期
と
も
て

嵐
立
波
に
綱
な
し
の
小
舟
恩
有
無
蔵
が
つ
な
じ
呉
な

あ
わ
ん
夜
の
先
と
今
と
比
ひ
り
ぱ
辿
も
な
し
ほ
し
や
や
吸
わ
ん
昔

あ
わ
ん
夜
の
夢
の
繁
く
あ
ら
故
が
宵
の
手
枕
の
稀
に
あ
ら
な

手
枕
ら
の
情
い
つ
も
春
と
も
て
今
に
難
面
身
わ
冬
の
草
葉

儘
な
よ
る
間
や
暮
し
よ
よ
り
月
日
互
に
音
信
や
夢
に
し
ら
ち

天
の
に
坐
飛
る
わ
し
の
こ
ま
鷹
も
野
原
す
も
鳥
に
下
て
そ
よ
さ

古
蝿
全
螂
大
成
湖

＊＊＊＊＊古
大古大百全1474
成２８５成２３１５００，
２９６，２９４、、＊

＊＊＊百
全天大１５
１０９７７５６成、
ロ、

、２９１９＊
天
１３

、

古
迦
全
螂
大
成
郷

＊
大
成
畑

8８



490 489 488 487 486 482485 484 483

あ
ま
り
ど
く
鳴
な
野
辺
の
き
り
ノ
ー
す
ま
さ
る
わ
が
難
面
知
な
し
き
よ
て

あ
わ
ん
夜
の
笠
や
い
ら
ん
も
の
さ
ら
み
そ
ら
し
け
る
雨
の
わ
袖
の
ら
ち

あ
ら
わ
り
て
て
や
り
里
ひ
ち
よ
へ
な
し
よ
み
花
ん
風
儀
に
な
ら
ん
し
よ
も
の

筏
ま
し
や
浮
世
い
つ
も
此
の
色
へ
情
け
無
ん
紺
屋
に
頼
か
な
や

朝
夕
馴
染
て
深
く
語
ら
て
ん
恨
し
や
か
わ
る
人
の
心

あ
け
様
わ
が
つ
ら
さ
語
て
呉
ら
故
か
吹
よ
通
わ
さ
な
風
の
便
り

あ
り
が
行
先
や
尋
ら
な
し
き
よ
て
独
焦
り
よ
さ
恋
の
習
や

明
暮
の
こ
と
や
兼
て
し
り
な
が
ら
の
よ
て
恨
よ
が
今
朝
の
別
り

明
雲
や
し
み
て
鳥
や
き
や
ん
鴫
ん
侍
み
し
や
一
つ
り
よ
す
が
互
に
語
ら

大古＊＊
成１６７大屋
３５０，成４４

古２９５，１４，
７４３

古、

４７８
全
６７０＊

、

全
８６

古
蠅
全
螂
大
成
剛

南
537

＊
大
成
的

8９



492 491499 498 497 496 494 493495

梅
や
き
り
飛
へ
哀
り
鴬
や
み
ぐ
て
来
る
春
や
い
き
や
し
ま
ち
よ
が

咲
過
る
花
に
匂
の
あ
み
や
す
が
詠
た
る
も
か
し
忘
り
こ
り
し
や

さ
や
か
照
る
月
の
影
よ
恨
た
る
人
の
Ｕ
言
葉
や
な
ま
と
し
よ
る

里
や
浮
舟
に
わ
ん
や
其
い
か
へ
縁
の
つ
り
な
さ
や
別
り
ご
り
し
や

さ
み
だ
り
の
侭
に
袖
取
や
へ
あ
り
が
い
き
や
る
い
言
葉
の
忘
ご
り
し
や

さ
ま
ノ
ー
に
思
て
焦
り
や
へ
を
す
が
夢
も
音
信
も
あ
て
も
な
へ
ら
ん

里
や
行
す
り
の
花
と
思
な
し
よ
ら
我
身
や
い
つ
迄
も
頼
て
を
す
が

里
拝
夜
や
宵
と
み
ば
明
る
語
尽
さ
ら
ん
夢
の
浮
世

里
か
い
ま
へ
月
の
近
な
て
さ
ら
み
夢
も
梯
も
し
じ
く
な
と
す

ｌ

古
蠅
、
全
皿
、
大
成
肌

南
畑

南
細

古
蠅
全
岬
大
成
柵

大古大古
成1224成1340
2014,1977、

全全
1959５６１

南南
５３８７２５

9０



508 507 506 505 504 503 502 501 500

玻
名
城
里
之
子

保
栄
茂
親
方

し
た
つ
没
み
な
ら
ち
う
ほ
き
こ
へ
き
し
き
ん
い
き
や
し
よ
く
さ
り
が
わ
側

て
や
も
の

遊
女
浮
舟

舟
に
さ
を
さ
し
て
花
の
う
が
り
み
が
遊
ふ
舟
歌
に
わ
肝
さ
わ
じ

節
し
色
か
わ
る
花
の
身
や
し
ら
ん
迷
て
さ
み
わ
み
の
一
期
と
も
て

自
由
な
ら
ん
う
側
一
期
た
は
か
け
て
思
て
徒
に
な
ら
わ
き
や
し
よ
が

節
か
わ
る
浮
世
し
ら
な
鴛
の
時
の
ま
の
花
に
一
期
と
も
て

泪
た
白
玉
の
糸
に
の
か
り
ェ
ぱ
あ
か
ん
別
り
路
の
形
見
し
よ
す
が

通
よ
た
る
間
の
仕
ざ
ま
い
ち
呉
な
た
と
へ
あ
り
は
て
Ｌ
与
所
に
な
て
ん

ほ
ら
ん
川
内
に
素
立
ら
ん
魚
の
て
ら
ん
月
影
や
詠
み
ほ
し
や
の

か
上
る
夜
や
昔
一
人
ど
め
へ
ノ
ー
あ
り
が
門
ん
わ
門
ん
月
に
た
あ
き

大古
成1137
2344,

全
２６５５

，

南
２８２

、

重
複
郷

古
螂
全
岬
大
成
繩

重古
複９６７
２９２，
全
１１０７

大
成
１２５３

、

9１



517 516 515 514 513 512 511 510 509

桃
原
里
之
子

蜘
の
糸
下
に
開
き
居
花
の
っ
よ
そ
わ
ん
と
も
て
よ
る
な
蝶
る

哀
り
な
ち
よ
た
ん
で
語
て
呉
り
枕
か
な
し
思
里
が
忍
で
む
う
ら
わ

振
別
て
登
る
屈
さ
で
や
知
ら
ん
う
ら
み
顔
見
し
て
わ
肝
し
み
て

思
へ
焦
り
て
ん
自
由
な
よ
み
や
す
が
い
き
や
し
が
な
朝
夕
拝
み
ぼ
し
や
の

糸
は
へ
の
目
か
ら
ほ
け
る
と
ん
我
身
の
の
よ
て
思
里
が
み
く
し
ひ
き
よ
が

奥
山
に
か
じ
て
ぽ
た
ん
花
さ
き
よ
み
も
て
な
し
ど
や
よ
る
は
山
や
て
ん

里
が
舟
送
て
戻
る
道
す
が
ら
ほ
ら
ん
夏
ぐ
り
の
わ
袖
の
ら
ち

か
な
ノ
ー
と
し
き
ん
花
の
身
の
習
や
夜
々
こ
と
に
藩
る
露
ど
頬
も

一
期
里
つ
り
て
遊
ば
て
や
い
し
き
ん
花
の
身
の
習
や
自
由
ん
な
ら
ん

古
蝿
全
脚
大
成
山

重
複
噸

＊＊

大古
成５５９
６２３，

＊

全
１８４２

＊＊

大古
成1175
1999、

＊

全
１３０１
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520 519 518526 525 524 523 522 521
真
玉
橋
里
之
子

う
し
よ
し
満
ほ
く
で
渡
り
自
由
な
ら
ん
し
ば
し
ま
て
千
鳥
い
や
へ
頼
ま

与
那
原
里
之
子

ま
と
も
押
風
と
旅
の
上
や
た
の
も
吹
ち
詰
て
賜
り
朝
ん
夕
さ
ん

真
謝
筑
登
之
親
雲
上
情
け
あ
て
か
ら
や
野
辺
の
草
宿
も
袖
し
ち
も
二
人
寝
ら
な
う
ち
よ
み

翁
長
里
之
子
親
雲
上
漕
渡
て
ん
て
様
花
の
村
近
く
う
つ
く
し
や
雪
の
ぱ
た
へ
見
し
て

翁
長
里
之
子
親
雲
上
や
が
て
さ
ち
出
は
浮
世
名
に
立
ら
七
重
ま
し
内
の
花
の
つ
ぼ
み

同
人

語
て
呉
り
く
じ
渡
ら
浮
世
鳥
な
か
ん
鴫
の
あ
ら
ば

手
拭
う
み
か
け
て
思
へ
知
り
召
り
与
所
頬
て
言
ら
ん
い
や
へ
代
も
の

た
出
ね
や
き
よ
ん
わ
み
や
肝
ち
や
さ
な
あ
す
が
の
が
す
戸
は
た
シ
く
ば
ん

の
嵐

一
人
に
の
枕
ら
う
ち
舟
に
な
ち
よ
て
夢
に
く
じ
渡
る
無
蔵
か
う
側

全
山
大
成
繩

＊＊＊＊

大古全百
成１２５１９５４３４３
７９９、、、

＊＊美
続溌６５１
，１３３９＊

古
７５６

、

＊＊

大古
成４００
１１１９，

＊

全
１１０４

、

9３



535 534 533 532 531 530 529 528 527

佐
渡
山
里
之
子

渡
て
う
り
し
さ
や
仲
嶋
の
小
橋
ん
ば
あ
様
ん
ば
し
ち
ど
渡
て
き
や
す
が

北
谷
王
子

山
舛
木
の
あ
ん
ま
ま
し
立
て
霞
ば
の
ん
て
夜
嵐
に
吹
よ
散
ら
さ
り
が
花
の
匂
へ

渡
嘉
敷
親
雲
上

二
人
手
枕
ら
の
寝
座
敷
と
や
す
が
た
が
す
う
と
し
よ
た
が
花
の
童

同
人

同
人

同
人

同
人

同
人

浮
世
な
り
と
も
て
無
蔵
戻
ち
あ
と
に
百
名
た
つ
故
も
思
の
苦
し
や

肝
や
が
じ
ゃ
ん
び
ら
先
な
や
へ
居
が
ご
し
や
ん
と
め
や
よ
ん
て
遅
く
な
た
さ

首
里
御
国
人
の
渡
名
喜
鴫
な
か
へ
一
期
素
立
か
り
み
時
ど
待
る

小
い
ひ
小
の
ま
が
へ
た
が
の
ひ
て
呉
が
の
ん
く
思
鍋
が
だ
か
ん
限
り

言
ん
や
ら
さ
ら
ん
文
も
持
た
さ
ら
も
つ
り
な
さ
や
思
へ
夢
に
語
て

わ
と
や
で
の
習
ど
外
ん
じ
の
習
へ
物
言
ざ
ま
し
ざ
ま
浮
仮
す
る
な

大天＊＊
成２２９大大
775、成歌

古1549455
３１９、

＊

全全
１１００２７５９

、

古
町
全
脚
大
成
繩

＊
古
Ⅷ

9４



544 543 542 541 540 539 538 537 536
今
帰
仁
王
子

大
田
里
之
子

小
橋
川

野
村
里
之
子
親
雲
上
時
さ
ら
み
世
話
の
か
上
る
つ
り
な
さ
ん
浮
世
な
ら
わ
し
と
忍
で
く
ら
さ

顔
ん
ち
ど
人
の
肝
や
し
ら
り
よ
る
い
言
ぱ
の
花
や
さ
が
ん
あ
て
ん

振
別
て
後
の
名
残
無
ん
こ
と
に
語
れ
尽
さ
り
る
恋
路
や
ら
な

花
や
節
々
の
楽
ど
な
よ
る
詠
み
て
ん
あ
か
ん
宿
の
う
む
と

袖
ほ
た
る
昔
し
夢
や
き
や
う
ん
見
ば
し
ば
し
慰
に
な
よ
ら
や
す
が

ち
や
な
ら
わ
ん
と
も
て
踏
迷
て
い
き
よ
ん
見
る
人
や
た
ん
で
そ
く
て
呉
な

風
儘
に
な
び
く
柳
葉
の
糸
ん
結
ふ
ひ
と
筋
や
か
わ
て
呉
な

た
と
へ
う
ち
つ
ら
さ
重
て
ん
我
身
の
の
よ
て
あ
た
心
無
蔵
に
持
が

い
つ
が
く
ち
は
て
蛍
儘
な
よ
ら
－
一
人
朝
夕
放
さ
ら
ん
て
つ
の
小
縄

大古
成９８３
２３９６，

全
２３０９

南
３７４

、

大
成
蝿

古
迦
全
測
大
成
繩

＊＊

大古
成３７２
４１７，

＊

全
１０９８

＊
大
成
帥

＊＊

大古
成1551

2940讃
全
２３２３

，

＊

南
２８９
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553 550552 551 549 548 547 546 545

捨
て
い
く
も
の
や
情
け
無
ん
者
と
思
み
成
ら
与
所
の
吉
や
し
ら
ん

う
側
住
馴
て
寝
座
別
る
時
や
か
す
っ
ん
ご
や
ま
の
廻
る
心
地

夜
々
に
仕
愉
や
つ
Ｌ
畑
て
く
り
ば

縁
の
ん
仕
情
ん
深
く
染
て
く
り
ば
い
き
や
が
な
て
い
き
よ
ら
－
一
人
が
行
へ

や
が
て
儘
な
よ
る
節
も
有
ら
や
す
が
待
兼
る
月
日
暮
し
兼
て

ま
し
く
ま
て
を
り
ば
く
上
て
る
さ
あ
も
の
押
風
と
つ
り
て
忍
て
い
も
う
り

弓
矢
ん
と
ら
ん
里
に
つ
る
か
け
て
引
よ
く
ち
い
ち
よ
さ
恋
の
小
橋

い
言
の
花
や
あ
ま
く
言
ち
呉
て
ん
の
し
よ
が
も
に
内
や
浅
地
代
も
の

の
が
す
思
童
ひ
泪
た
袖
の
ら
そ
こ
と
の
吉
悪
や
い
や
な
し
き
よ
て

い
つ
ん
く
ら
や
み
の
道
に
を
み
や
す
が
月
と
よ
も
間
の
思
の
く
り
し
や

屋
師
、
百
狐
、
天
皿

＊＊＊＊

大古大古
成６２２成１０３３
９３４，５８７、
＊＊

全全
１８６２２２６４

， 、
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562 561 560 559 558 557 556 555 554

美
童

保
栄
茂
親
方

寄
か
け
る
波
の
あ
り
立
ん
と
み
ば
物
強
く
舟
や
っ
な
じ
よ
た
す
が

逢
ん
戻
る
夜
の
野
辺
の
花
す
出
ぢ
無
蔵
か
打
招
く
袖
よ
と
も
て

浮
世
な
ら
わ
し
の
恋
路
だ
ら
や
す
が
の
が
す
儘
な
ら
ん
二
人
が
中
や

主
の
前
振
別
て
戻
る
道
す
が
ら
面
影
や
屋
か
た
浜
の
真
砂

此
内
や
と
か
く
沙
汰
が
し
ち
呉
ら
い
ら
ん
年
寄
の
夢
の
繁
さ

見
る
方
に
移
る
花
染
の
や
か
ら
い
つ
が
と
へ
留
て
わ
自
由
し
よ
よ
ら

い
き
や
し
思
暮
ち
節
よ
わ
れ
や
侍
が
年
の
よ
る
波
や
し
じ
く
立
へ

い
き
や
し
が
な
今
宵
や
な
り
し
梯
の
つ
ら
さ
身
に
す
が
て
明
し
兼
て

は
び
る
身
や
よ
か
て
一
期
花
の
上
に
遊
て
と
が
み
よ
る
人
も
居
ら
ん

古
畑
、
全
珂
大
成
弧

全屋
８２２６０
、、

大大
成歌
２９３９８

古
３３５

＊＊＊＊

大全大古
成２８７７成４５０
３６２９，４１８８，
＊＊

古全
５２２６６２

、

＊
大
成
卿

＊

古
1075

＊

全
1937

9７



570 569 568 567 565 564 563571 566

返
し

●

真
謝
里
之
子
親
雲
上
宮
童
や
前
な
ち
文
子
後
な
し
や
へ
す
り
廻
り
ノ
、
入
ど
し
や
び
る

玻
名
城
里
之
子

花
に
水
か
け
て
詠
み
ぽ
し
や
あ
す
が
通
わ
し
よ
る
水
の
自
由
ん
な
ら
ん

本
部
間
切
下
知
役
宮
童
ん
う
す
ち
文
子
小
ん
う
す
ち
つ
ひ
ん
ほ
う
ん
ま
じ
よ
ん
入
が
召
ら

渡
て
百
悔
も
恋
の
内
橋
や
楽
や
し
ば
し
苦
し
や
計
り

情
け
か
け
割
の
そ
の
盤
の
有
り
ば
無
蔵
と
わ
か
中
の
ぽ
ど
へ
し
よ
す
が

な
り
ん
ね
や
ん
美
食
腹
に
声
立
て
う
ら
に
波
風
の
繁
く
立
さ

い
か
な
ま
し
内
に
か
く
ま
り
る
花
も
蝶
る
身
に
成
は
吸
ど
し
よ
よ
る

い
つ
ん
此
の
色
へ
染
り
わ
ん
浅
地
情
け
無
ん
紺
屋
に
頬
も
か
な
や

い
や
な
し
よ
う
て
互
に
通
わ
し
よ
る
恩
へ
の
よ
て
事
洩
て
与
所
の
知
が

大
成
噸

大
成
畑

古
郷
全
螂
大
成
川

＊
大
歌
蝿
＊
全
細

9８



577 574576 575 573 572

御
歌

今
帰
仁
王
子

御
客
屋
下
代

打
笑
ノ
ー
し
ゆ
ら
し
匂
立
て
歩
も
道
ゆ
ど
も
花
の
姿
た

的
や
只
一
つ
射
る
人
や
余
多
心
静
み
と
て
矢
を
放
す

頼
も
草
の
葉
の
黄
葉
に
成
て
く
り
ば
露
の
身
わ
か
く
そ
方
も
無
ら
ん

白
毛
雪
か
み
て
面
て
波
っ
か
ち
耳
ん
目
ん
か
な
て
百
歳
う
祝

わ
か
身
つ
じ
と
も
て
与
所
思
ぱ
の
ゆ
て
そ
し
り
欺
が
人
の
肝
の

泪
た
川
責
る
ひ
の
本
の
煙
り
甘
水
よ
下
ち
救
て
賜
な

＊
全
剛
、
＊
大
成
繩

＊＊

大古
成９６２
４７７３，

＊

全
２６０８

、

9９


